
第
一
節
　
産
業
構
造
の
変
化

	

就
業
構
造
の
変
化

　

産
業
別
の
就
業
人
口
比
率
を
み
る
と
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）

年
で
は
第
一
次
産
業
（
農
業
）
が
七
〇
・
八
％
を
占
め
、
一
九
六
〇

年
で
も
四
九
・
〇
％
と
、
第
二
次
産
業
（
製
造
業
な
ど
）・
第
三
次
産

業
（
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
六
五
年
に
第
二
次
産
業
が
四
五
・
五
％
を
占
め
、

第
一
次
産
業
の
三
四
・
四
％
を
初
め
て
上
回
り
、
産
業
構
造
の
変
化

を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
産
業
の
就
業
人
口
比
率
が
年
々

高
く
な
り
、
加
え
て
町
内
で
は
工
場
の
増
加
に
よ
っ
て
製
造
業
へ
の

就
業
者
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、
つ
い
に
一
九
七
〇
年
の
割
合
は
、

五
八
・
五
％
と
半
数
を
超
え
た
。

　

第
六
章

産
業

2-6-1　産業別割合（『愛知県統計年鑑』）
※分類不能の産業人数は含まない。

1955 1960 1965 1970 1975 1985 2000 2015 2020
総人口（人） 8,552 10,163 12,248 14,898 15,894 17,247 20,633 23,274 24,305

就業人口（人） 4,782 6,142 7,045 9,081 8,616 9,181 11,070 11,668 12,079
第１次産業（人） 3,388 3,011 2,424 2,031 1,263 791 408 190 147
同比率（％） 70.8 49.0 34.4 22.4 14.7 8.6 3.7 1.6 1.2
第２次産業（人） 731 2,122 3,205 5,315 5,025 5,083 5,016 4,550 4,780
同比率（％） 15.3 34.6 45.5 58.5 58.3 55.4 45.3 39.0 39.6
第３次産業（人） 663 1,009 1,415 1,731 2,317 3,307 5,646 6,617 7,152
同比率（％） 13.9 16.4 20.1 19.1 26.9 36.0 51.0 56.7 59.2
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こ
れ
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
続
い
た
工
場
誘
致

に
よ
り
、
町
内
に
工
場
を
誘
致
し
、
稼
働
し
始
め
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
る
。
こ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、
純
農
村
か
ら
製
造
業
主
体

へ
と
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
以
降
、
国
全
体
の
産
業
構
造
の
変
化
と
と
も
に
町
内
で
も

サ
ー
ビ
ス
業
の
拡
大
が
進
み
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
は
第

三
次
産
業
の
就
業
人
口
比
率
が
第
二
次
産
業
の
四
五
・
三
％
を
上
回

る
五
一
・
〇
％
を
占
め
た
。
逆
に
二
〇
一
五
年
の
第
一
次
産
業
の
就

業
人
口
比
率
は
一
・
六
％
、
就
業
人
口
一
九
〇
人
ま
で
減
少
し
た
（
２

―
６
―
１
）。

夜
間
人
口
と
昼
間
人
口

　

町
民
の
産
業
別
就
業
人
口
構
成
は
、
町
外
事
業
所
へ
の
就
業
者
を

含
む
構
成
と
な
る
た
め
、
町
内
の
流
動
人
口
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触

れ
る
（
第
二
編
第
五
章
第
一
節
）。

　

一
九
七
〇
年
ま
で
は
流
出
人
口
が
流
入
人
口
を
上
回
っ
て
い
た
。

農
家
の
兼
業
化
と
、
名
古
屋
市
内
で
働
く
住
民
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

が
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
工
場
誘
致
や
大
規
模
小
売
店
の
進
出
に
よ
り
、
一
九
七

五
年
に
は
流
入
超
過
に
転
じ
た
。
こ
れ
も
就
業
人
口
比
率
と
同
じ
く
、

工
場
誘
致
後
、
町
内
の
工

場
が
稼
働
し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
九
七
五
年
か
ら
一

九
九
〇
年
ま
で
の
流
入
超

過
の
伸
び
は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。
二
〇
〇
五

年
に
は
そ
の
差
が
一
万
人

（
昼
間
人
口
比
率
一
四

七
％
）
に
達
し
た
（
２
―
６

―
２
）。

　

な
お
、
隣
接
の
犬
山

市
・
江
南
市
・
扶
桑
町
は

夜
間
人
口
の
方
が
多
い
。

2-6-2　流動人口（『愛知県統計年鑑』『国勢調査』）

1960 1965 1970 1975 1980 1985 

夜間人口（人） 10,163 12,248 14,898 15,894 16,195 17,243

昼間人口（人） 8,997 10,984 14,603 16,601 19,016 22,507

流出入の差（人） ▲ 1,166 ▲ 1,264 ▲ 295 707 2,821 5,264

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 

夜間人口（人） 17,464 19,031 20,618 21,594 22,446 23,274 24,305

昼間人口（人） 25,152 26,763 29,317 31,872 32,248 32,564 35,306

流出入の差（人） 7,688 7,732 8,699 10,278 9,802 9,290 11,001

第六章　産業　 334

第二編　政治・経済



産
業
別
事
業
所
数
の
推
移

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
以
降
、
産
業
は
大
き
く
変
化
し
、

町
内
も
同
様
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
こ
で
、
事
業
所
統
計
調
査
か
ら
町

に
お
け
る
産
業
構
造
の
変
遷
を
み
る
。

　

一
九
五
一
年
、
事
業
所
数
は
一
六
六
か
所
で
、
最
も
多
い
業
種
は

製
造
業
で
五
五
か
所
、
続
い
て
サ
ー
ビ
ス
業
四
七
か
所
だ
っ
た
。
そ

の
後
の
事
業
所
数
を
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
〇
三
五
か
所
と
、

戦
後
の
五
〇
年
間
で
六
・
二
倍
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
九
〇
〇
か
所

台
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
所
数
の
推
移
は
、
国
全
体
の

経
済
成
長
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
の
地
理
的
特

性
や
一
九
五
五
年
以
降
の
工
場
誘
致
も
大
き
な
要
因
を
占
め
た
。

　

次
に
、
産
業
別
の
事
業
所
数
に
つ
い
て
推
移
を
み
る
（
２
―
６
―

３
）。
製
造
業
は
、
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
総
世
帯
数
の
七
割
以
上
を
農

家
が
占
め
て
い
た
た
め
、
農
産
物
加
工
や
機
織
工
場
な
ど
の
事
業
者

構
成
で
あ
り
、
事
業
所
数
も
卸
売
・
小
売
業
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
っ

た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
る
一
九
六
〇
年
代
末
頃
か
ら
全
て
の

産
業
の
事
業
所
数
が
急
激
に
増
え
、
特
に
製
造
業
の
増
加
が
著
し
く
、

一
九
六
〇
年
の
事
業
所
数
七
〇
か
所
が
、
一
九
七
二
年
に
は
一
六
一

か
所
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
積
極
的
な
工
場
誘
致
の
効
果
が
要

因
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
経
済
の
急
激
な
成
長
と
と
も
に
、
製
造

業
の
事
業
所
数
が
大
き
く
増
え
た
。
一
九
九
一
年
、
地
価
・
株
価
の

高
騰
し
た
バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
後
で
あ
っ
た
が
、
事
業
所
数
は
二
九

〇
か
所
と
な
り
、
過
去
最
高
の
数
値
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
年
々
減

少
し
、
二
〇
一
六
年
に
は
一
八
〇
か
所
と
な
る
。
一
九
九
一
年
か
ら

は
卸
売
・
小
売
業
よ
り
も
事
業
所
数
が
少
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

卸
売
・
小
売
業
（
飲
食
店
を
含
む
）
は
一
九
六
〇
年
に
七
八
か
所

だ
っ
た
が
増
加
し
続
け
、
一
九
九
一
年
に
は
三
〇
四
か
所
と
な
り
製

造
業
の
二
九
〇
か
所
を
抜
い
た
。
こ
れ
は
大
規
模
小
売
店
（
ヨ
シ
ヅ

ヤ
大
口
店
）
の
開
業
に
よ
る
。
以
降
、
町
内
に
大
規
模
小
売
店
の
開

業
が
続
き
、
二
〇
〇
一
年
に
三
七
六
か
所
と
過
去
最
多
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
デ
フ
レ
経
済
の
進
行
、
個
人
所
得
の
停
滞
か
ら
事
業
所
の

減
少
が
続
き
、
二
〇
一
六
年
は
二
一
〇
か
所
で
あ
っ
た
。

　

建
設
業
は
、
先
述
の
工
場
誘
致
や
一
九
六
五
年
頃
か
ら
の
農
業
構

造
改
善
事
業
・
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
公
共
事
業
に
恵
ま
れ
、
一
九
九

一
年
に
一
三
五
か
所
と
過
去
最
高
の
事
業
所
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

卸
売
・
小
売
業
、
製
造
業
と
同
様
に
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
続
き
、

二
〇
一
六
年
の
事
業
所
数
は
八
五
か
所
と
な
っ
た
。

　

運
輸
・
通
信
業
は
継
続
し
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
一

九
七
二
年
頃
ま
で
の
事
業
所
数
は
一
〇
か
所
未
満
で
推
移
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
急
激
に
事
業
所
数
が
増
え
、
一
九
九
一
年
は
三
三
か
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所
、
二
〇
〇
一
年
は
六
三
か
所
と
、
一
〇
年
間
で
約
二
倍
に
増
え
て

い
る
。
以
後
は
横
ば
い
で
二
〇
一
六
年
に
は
六
六
か
所
で
あ
っ
た
。

　

倉
庫
業
の
増
加
は
、
国
道
四
一
号
・
一
五
五
号
の
整
備
が
要
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
番
の
理
由
は
、
二
〇
〇
五
年
の
「
流
通
業

務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
で
あ
る
。

同
法
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
五
㎞
の
範
囲

な
ら
ば
市
街
化
調
整
区
域
で
も
物
流
施
設
の
建
築
が
可
能
に
な
り
、

国
道
沿
い
だ
け
で
な
く
県
道
沿
い
に
も
倉
庫
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
（
飲
食
店
は
除
く
）
は
、
一
九
七
二
年
頃
ま
で
日
常

生
活
と
切
り
離
せ
な
い
理
・
美
容
業
、
自
動
車
修
理
業
な
ど
を
中
心

に
、
事
業
所
数
は
五
〇
か
所
程
度
で
推
移
し
た
。
し
か
し
、
多
種
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
業
が
増
え
た
結
果
、
二
〇
〇
六
年
以
降
は
製
造
業
を

超
え
る
事
業
所
数
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
は
三
四
八
か
所
と
な
り
、

事
業
所
数
の
多
い
業
種
と
し
て
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
九
三
か
所
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
七
三
か
所
、
医
療
・
福
祉
六
九
か
所
だ
っ
た
。

こ
の
他
、
同
年
に
不
動
産
業
は
一
八
か
所
、
金
融
・
保
険
業
は
九
か

所
あ
る
。

2-6-3　産業別事業所数（『愛知県統計年鑑』）
　※飲食店は2006年以降も卸売・小売業に含めた。

　※サービス業の2006年以降は従来含まれていた産業の合計とした。
　※表中斜線は記載なし。

1951 1960 1972 1981 1991 2001 2006 2016

農林業（か所） 0 0 1 1 5 5 5 6

建設業（か所） 14 16 76 68 135 123 109 85

製造業（か所） 55 70 161 232 290 245 211 180

電気等供給業（か所） 0 0 1 1 1 1 1 0

運輸・通信業（か所） 8 4 5 12 33 63 68 66

卸売・小売業（か所） 36 78 114 217 304 376 321 210

金融・保険業（か所） 6 1 0 1 4 6 5 9

不動産業（か所） 0 2 12 14 14 17 13 18

サービス業（か所） 47 38 52 90 142 194 225 348

公務（か所） 6 6 5 5 5

計 166 209 428 642 933 1,035 963 922
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産
業
別
従
業
者
数
の
推
移

　

産
業
別
の
従
業
者
数
の
変
遷
を
み
る
と
、
各
産
業
と
比
べ
製
造
業

は
最
多
数
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
工
場
誘
致
に
よ
り
工
場
が
増
加

し
、
従
業
者
が
増
え
、
最
初
の
誘
致
企
業
の
操
業
開
始
か
ら
四
年
後

の
一
九
六
〇
年
で
は
一
八
六
八
人
と
、
一
九
五
一
年
の
四
・
六
倍
以

上
と
な
っ
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
末
の
一
九
七
二
年
に
は
七
五
九
三
人
と
な
り
、

こ
の
一
二
年
間
で
四
倍
以
上
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
七
三
年
二
月
に
変
動
相
場
制
へ
移
行
し
、
工
作
機

械
な
ど
の
海
外
輸
出
の
好
調
も
あ
っ
て
一
九
八
六
年
に
は
一
万
一
二

三
七
人
、
一
九
九
一
年
に
は
一
万
三
八
〇
六
人
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
製
造
業
の
従
業
者
数
は
微
減
す
る
が
、
事
業
所
数
の
減

少
程
で
も
な
く
、
総
じ
て
海
外
輸
出
の
好
調
に
支
え
ら
れ
、
事
業
所

も
人
材
派
遣
・
非
正
規
雇
用
の
拡
大
に
よ
り
乗
り
切
り
、
二
〇
一
六

年
に
は
過
去
最
高
の
一
万
三
九
八
七
人
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
４
）。

　

そ
の
他
の
産
業
に
つ
い
て
は
、
産
業
別
事
業
所
数
の
推
移
と
同
じ

よ
う
な
比
率
で
増
減
し
て
い
る
。

2-6-4　産業別従業者数（『愛知県統計年鑑』）
　※表中「×」は事業所数が ２ 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

　※表中斜線は記載なし。

1951 1960 1972 1981 1991 2001 2006 2016

農林業（人） 0 0 1 1 40 29 21 46

建設業（人） 19 49 282 408 1,023 734 691 529

製造業（人） 398 1,868 7,593 9,185 13,806 13,737 13,256 13,987

電気等供給業（人） 0 0 16 24 24 22 21 0

運輸・通信業（人） 20 11 38 199 912 2,056 1,941 1,792

卸売・小売業（人） 72 150 364 1,587 1,944 3,530 3,402 2,336

金融・保険業（人） 101 × 0 19 26 29 25 37

不動産業（人） 0 × 15 25 31 48 35 81

サービス業（人） 197 183 414 685 1,128 1,919 2,632 5,383

公務（人） 89 150 236 222 177

計 807 2,269 8,812 12,283 19,170 22,326 22,201 24,191
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第
三
次
産
業
の
推
移

　

卸
売
・
小
売
業
（
飲
食
店
を
含
む
）
は
一
九
九
一
年
以
降
、
事
業

所
数
が
製
造
業
を
超
え
た
が
（
２
―
６
―
３
）、
製
造
業
よ
り
零
細
な

事
業
所
が
多
い
。
一
九
八
一
年
に
従
業
者
数
が
一
五
八
七
人
と
初
め

て
一
〇
〇
〇
人
台
と
な
り
、
町
内
に
大
規
模
小
売
店
が
開
店
し
た
後

の
一
九
九
一
年
に
は
一
九
四
四
人
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
は
三
五

三
〇
人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
減
少
傾
向
に
あ
る
（
２

―
６
―
４
）。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
従
業
者
数
が
増
加
し
た
業
種
と
し
て
、
運

輸
・
通
信
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
が
あ
る
。
運
輸
・
通
信
業
は
二
〇
〇
一

年
の
事
業
所
数
の
増
加
に
と
も
な
い
急
増
し
、
そ
の
後
も
二
〇
〇
〇

人
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
九
九
一
年
に
一
〇
〇

〇
人
を
超
え
、
二
〇
一
六
年
は
四
五
六
六
人
（
飲
食
店
を
除
く
）
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で
医
療
・
福
祉
が
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
事
業
所
数
・
従
業
者
数
と
も
に
二
〇
〇
〇
年
以
降

の
伸
び
が
大
き
い
（
２
―
６
―
５
）。

　

な
お
、
町
内
の
全
事
業
所
（
公
務
を
除
く
）
の
従
業
者
数
は
、
一

九
五
一
年
に
八
〇
七
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
に
は
一
万
人
、

二
〇
〇
一
年
に
二
万
人
を
超
え
て
、
二
〇
一
六
年
は
二
万
四
一
九
一

人
と
な
っ
た
。

2-6-5　主なサービス業の事業所数・従業者数（『愛知県統計年鑑』）
　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

業　　種

2006 2012 2016

事業所数 
（か所）

従業者数 
（人）

事業所数 
（か所）

従業者数 
（人）

事業所数 
（か所）

従業者数 
（人）

飲食店・宿泊業 107 881 101 1,025 93 826

医療・福祉 45 1,146 52 1,447 69 1,678

教育・学習支援業 35 403 27 170 34 245

複合サービス業 5 50 2 13 3 46

生活関連サービス ― ― 68 415 73 459

学術・開発研究機関 ― ― 20 769 16 823
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第
二
節
　
農
業
の
動
向

	
近
世
の
農
業

　

大
口
町
域
は
、
古
く
か
ら
木
曽
川
の
氾
濫
原
と
し
て
肥
沃
な
土
地

で
あ
る
こ
と
や
、
五
条
川
の
ほ
か
、
網
の
目
の
よ
う
に
大
小
の
河
川

が
流
れ
て
い
た
地
形
の
た
め
、
集
落
が
点
在
し
て
形
成
さ
れ
た
。
江

戸
時
代
に
入
っ
た
一
六
〇
〇
年
代
は
、
全
国
的
に
新
田
開
発
と
灌か
ん

漑が
い

施
設
の
構
築
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
尾
張
北
部
も
例
外
な
く
、

町
域
に
関
係
の
深
い
施
設
と
し
て
、
五
条
川
の
上
流
に
灌
漑
用
た
め

池
で
あ
る
入
鹿
池
が
一
六
三
三
（
寛
永
十
）
年
に
築
造
さ
れ
た
。
さ

ら
に
木
曽
川
の
水
を
五
条
川
な
ど
に
取
り
入
れ
る
木
津
用
水
の
開
削

が
一
六
五
〇
（
慶
安
三
）
年
に
、
一
六
六
四
（
寛
文
四
）
年
に
は
木

津
用
水
か
ら
分
岐
し
た
新
木
津
用
水
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
。
こ
の

動
き
に
あ
わ
せ
て
、
町
域
内
も
新
田
開
発
が
進
み
、
新
し
く
開
拓
し

た
村
が
成
立
し
て
い
る
。

　

一
七
〇
〇
年
代
に
な
り
、
千
歯
扱こ

き
に
代
表
さ
れ
る
農
具
の
発
明
・

改
良
に
よ
り
労
働
効
率
は
上
昇
し
、
肥
料
は
従
来
の
堆
肥
や
糞ふ
ん

尿に
ょ
うに
加

え
、
イ
ワ
シ
を
干
し
た
干ほ
し

鰯か

や
灰
な
ど
、
代
金
を
支
払
っ
て
手
に
入
れ

る
金き
ん

肥ぴ

が
広
く
普
及
し
た
こ
と
で
全
国
的
に
収
穫
量
や
耕
作
地
が
増
え

た
。
し
か
し
、
町
域
内
は
大
規
模
な
林
野
も
な
く
開
発
の
余
地
が
ほ
と

ん
ど
な
い
地
形
の
た
め
、
耕
作
地
の
著
し
い
増
加
は
な
か
っ
た
。

　

一
八
〇
〇
年
代
は
各
種
産
業
と
貨
幣
経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
、
商

品
作
物
の
生
産
が
増
え
て
い
く
。
村
は
農
業
だ
け
で
な
く
商
工
業
を

兼
業
す
る
人
、
職
人
な
ど
非
農
業
従
事
者
な
ど
が
出
現
し
た
。
町
域

内
の
村
々
は
主
要
な
街
道
が
な
く
、
周
辺
の
小
牧
・
岩
倉
の
よ
う
に

村
で
あ
っ
て
も
人
の
集
ま
る
市
も
な
い
た
め
、
純
農
村
地
帯
と
し
て

農
業
以
外
の
産
業
が
ほ
と
ん
ど
発
達
せ
ず
明
治
維
新
を
迎
え
る
。

近
代
の
農
業

　

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
以
降
も
引
き
続
き
町
域
内
は
農
業
が
主

役
で
あ
り
、
他
の
産
業
と
い
え
ば
五
条
川
の
水
力
を
利
用
し
た
精
米
・

精
麦
を
主
な
作
業
と
し
た
水
車
業
や
、
酒
・
た
ま
り
（
醤

し
ょ
う

油ゆ

の
一

種
）・
味
噌
を
醸
造
す
る
小
規
模
な
事
業
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年

頃
、
萩は
ぎ

島し
ま

に
小
規
模
な
織
布
工
場
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
町
域
内

に
織
布
工
場
が
増
え
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
は
生
産
額
も
大
い
に

増
加
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
前
後
（
昭
和
初
期
）
の
全
国
的

な
不
況
に
よ
り
、
閉
鎖
す
る
工
場
が
多
く
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
末
頃
に
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
養
蚕
が
、
明
治

時
代
中
頃
以
降
、
飼
育
方
法
や
蚕
の
餌
と
な
る
桑
の
品
種
改
良
が
進
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ん
だ
こ
と
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
農
家
の
貴
重
な
現
金
収
入
源
と
な
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
家
内
工
業
と
し
て
の
機
械
製
糸
も
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
余
野
で
企
業
経
営
と
し
て
の
大

口
製
糸
株
式
会
社
が
創
立
し
た
。
当
時
と
し
て
は
従
業
員
二
八
〇
人

と
い
う
大
規
模
な
工
場
で
多
額
な
生
産
を
誇
っ
た
が
、
昭
和
初
期
の

不
況
に
と
も
な
い
操
業
を
中
止
し
た
。
こ
の
頃
に
は
集
落
ご
と
に
雑

貨
商
が
あ
り
、
日
常
生
活
や
農
業
に
関
係
す
る
必
要
最
低
限
の
品
物

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
の
動
向

　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
当
時
の
大
口
村
で
は
、
引
き
続
き

農
家
が
総
世
帯
の
八
割
を
超
え
る
純
農
村
だ
っ
た
た
め
、
戦
地
か
ら

帰
っ
た
人
は
す
ぐ
に
農
業
に
復
帰
し
て
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
産
業
と
し
て
の
農
業
が
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
一
九
四
六

年
か
ら
始
ま
っ
た
農
地
改
革
で
あ
る
。
農
地
改
革
に
よ
っ
て
自
作
農

を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
農
家
が
世
帯
単
位
で
農
地
を
所
有
し
、

世
帯
員
で
農
業
を
営
む
自
作
農
体
制
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
。
村
内

も
自
作
地
が
八
割
以
上
と
な
り
、
各
農
家
の
生
産
意
欲
も
向
上
し
、

米
麦
な
ど
の
増
産
が
進
ん
だ
。
養
蚕
・
養
鶏
も
増
え
、
野
菜
を
使
っ

た
農
産
加
工
も
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
経
営
耕
地
面
積
（
樹
園
地
を
含

む
）
は
一
九
五
〇
年
の
九
五

五
ha
か
ら
一
九
六
〇
年
の
九

〇
七
ha
と
減
少
し
、
一
九
七

〇
年
に
は
七
〇
〇
ha
と
な
っ

た
。

　

こ
う
し
た
耕
作
面
積
の
大

幅
な
減
少
は
、
国
の
高
度
経

済
成
長
を
支
え
る
工
業
化
の

急
激
な
進
展
に
あ
わ
せ
、
当

時
の
社し
ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

村
長
に
よ
る

工
場
誘
致
施
策
が
進
め
ら
れ

た
結
果
で
あ
っ
た
。
一
九
六

〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で

の
農
地
の
減
少
は
二
一
四

ha
、
約
二
三
％
に
も
及
ん
だ

（
２
―
６
―
６
）。

　

一
九
六
一
年
の
農
業
基
本

法
の
制
定
を
受
け
、
一
九
六

四
年
か
ら
農
業
振
興
、
農
業

と
工
業
の
協
調
発
展
を
図
る

1950 1955 1960 1965 1970 1975 2005 2015

田（ha） 604 561 576 527 484 423 261 249

畑（普通畑）（ha） 187 146 139 126 120 132 34 27

樹園地（ha） 164 183 192 135 96 47 3 2

計（ha） 955 890 907 788 700 602 298 278

2-6-6　経営耕地面積 （『愛知県統計年鑑』）
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た
め
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
内
の
ほ
ぼ

全
農
地
を
対
象
と
す
る
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
工
事
が
一
九
六
五
～

七
三
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
農
地
の
区
画
整
理
・
農
道
・
用
排

水
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。

農
家
世
帯
の
減
少

　

一
九
四
〇
年
の
村
内
に
お
け
る
総
世
帯
の
九
〇
％
は
、
農
家
世
帯

で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
五
年
以
降
は
、
社
会
の
混
乱
と
厳
し
い
食
糧
難
も
あ
り
、

戦
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
成
年
男
子
の
多
く
が
家
族
と
と
も
に
農
業
に

従
事
し
た
。
一
九
五
五
年
の
農
家
は
一
三
三
四
戸
で
、
村
内
の
総
世

帯
の
約
八
五
％
だ
っ
た
。

　

し
か
し
こ
れ
以
後
、
工
場
労
働
者
の
増
加
、
農
家
の
兼
業
化
が
急

激
に
進
み
、
さ
ら
に
世
帯
数
の
増
加
や
離
農
に
よ
っ
て
、
一
九
六
五

年
に
は
五
二
・
五
％
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
は
四
・
二
％
に

ま
で
減
少
し
た
（
２
―
６
―
７
）。

2-6-7　農家世帯の割合（『愛知県統計年鑑』『国勢調査』）

1940 1950 1955 1960 1965 1975 1985 1995 2005 2015 2020
農家世帯（戸） 1,216 1,337 1,334 1,345 1,282 1,145 1,024 789 687 479 387 

その他世帯（戸） 123 237 246 542 1,162 2,532 3,936 5,007 6,471 7,837 8,763 
農家／／全世帯（％） 90.8 84.9 84.4 71.3 52.5 31.1 20.6 13.6 9.6 5.8 4.2 
町内全世帯数（戸） 1,339 1,574 1,580 1,887 2,444 3,677 4,960 5,796 7,158 8,316 9,150 
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兼
業
化
か
ら
離
農
・
自
給
的
農
家
へ

　

農
家
の
兼
業
化
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
は
じ
め
、
一
九

六
〇
年
に
は
、
兼
業
農
家
の
戸
数
が
専
業
農
家
を
上
回
っ
た
。
兼
業

農
家
も
、
一
九
六
五
年
ま
で
農
業
収
入
を
主
体
と
す
る
第
一
種
兼
業

農
家
が
、
農
業
収
入
を
主
体
と
し
な
い
第
二
種
兼
業
農
家
よ
り
も
多

か
っ
た
が
、
徐
々
に
第
二
種
兼
業
農
家
が
多
く
な
り
、
一
九
八
五
年

の
総
農
家
戸
数
一
〇
二
四
戸
の
う
ち
八
六
・
三
％
が
、
第
二
種
兼
業

農
家
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
８
）。

　

専
業
農
家
も
、
農
外
収
入
と
し
て
安
定
し
た
収
入
を
得
る
た
め
企

業
に
就
労
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
就
労
者
の
高
齢
化
・
世
代
交
代

に
よ
っ
て
農
地
を
維
持
で
き
ず
、
大
規
模
経
営
農
家
に
農
地
を
貸
す

世
帯
が
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
統
計
調
査
の
項
目
に
、
一
九
九
〇
年
か
ら
「
自
給
的
農
家
」

が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
耕
地
面
積
が
三
〇
ａ
未
満
で
、
出
荷
額
五

〇
万
円
以
下
、
生
産
し
た
農
作
物
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家
消
費
す
る
農

家
の
こ
と
で
、
年
々
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

2-6-8　農家の形態（『愛知県統計年鑑』）

1,337 1,345
1,282 1,231

1,145 1,090
1,024

816 789
672 687

585
479

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

19
50

19
60

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

（戸）

（年）

専業農家（戸） 兼業農家第1種兼業（戸）
兼業農家第2種兼業（戸） 自給的農家

第六章　産業　 342

第二編　政治・経済



養
蚕
業
の
衰
退

　

町
域
内
で
養
蚕
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

江
戸
時
代
に
余
野
村
で
は
桑
の
葉
を
周
辺
の
村
に
売
っ
て
い
た
こ
と

が
『
尾
張
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
以
降
、
養
蚕
業
は
現
金
収
入
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
ど

の
農
家
で
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
多
く
の
蚕
は
座
敷
で
飼
い
、
人
間

は
土
間
で
寝
る
家
も
あ
っ
た
（
２
―
６
―
10
）。

　

し
か
し
、
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
や
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
生
糸
の
輸
出
が
途
絶
え
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
ナ
イ
ロ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
日
本
全
体
の
養
蚕
業
が
衰
退
し
て
い
く
。
町
内
の
養

蚕
も
同
様
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

一
九
五
六
年
、
養
蚕
戸
数
は
七
二
五
戸
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年

に
は
二
五
一
戸
と
な
り
、
一
九
七
五
年
に
は
三
八
戸
ま
で
減
少
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
八
三
年
に
養
蚕
戸
数
が
一
戸
と
な
っ
た
（
２
―
６
―

９
）。
翌
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
は
未
公
開
（
数
値
が
少
な
い
場
合

に
特
定
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
公
開
せ
ず
）
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

統
計
上
に
お
い
て
は
、
一
九
八
七
年
を
最
後
に
養
蚕
農
家
は
姿
を
消

し
た
。
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収繭（㎏） 養蚕戸数（戸）

2-6-9　養蚕戸数と収繭量（『愛知農林水産統計年報』）
※表中「×」は数値が少ないため特定されるのを避ける目的で公開せず。

1956 1960 1965 1970 1975 1980 1981 1982 1983
養蚕戸数（戸） 725 678 430 251 38 5 4 2 1 

収繭（㎏） 139,076 119,705 70,510 26,627 4,204 959 574 × ×
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養
蚕
の
思
い
出

　

昭
和
の
時
代
は
各
家
で
慶
事
・
仏
事
を
営
み
、
客
寄
せ
を
し
て
食
事
な

ど
を
出
し
た
リ
、
蚕
を
飼
っ
た
り
し
た
の
で
間
取
り
は
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。
養
蚕
（
お
か
い
こ
様
と
言
っ
た
）
の
最
盛
期
に
は
座
敷
・
台
所
・
納

戸
に
目
棚
を
組
ん
で
飼
育
し
、
外
屋
の
土
間
に
條
桑
育
と
言
っ
て
棚
を
三

段
位
作
っ
て
飼
育
し
ま
し
た
。

　

大
口
・
扶
桑
は
桑
畑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
養
蚕
が
大
変
盛
ん
で
し
た
。

蚕
は
成
長
す
る
と
か
な
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
は
お
蚕
さ
ん
が

何
よ
り
優
先
で
、
我
々
は
小
部
屋
で
寝
た
も
の
で
し
た
。
繭
は
値
が
良
く

て
、
貧
し
い
農
家
に
と
っ
て
は
貴
重
な
臨
時
収
入
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

家
で
は
お
袋
や
祖
母
が
こ
の
繭
か
ら
絹
糸
を
つ
く
り
、
木
製
の
「
は
た
お

り
機
」
で
夜
遅
く
ま
で
カ
タ
コ
ト
と
は
た
（
機
）
を
織
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
三
年
か
ら
六
年
生
ま
で
養
蚕
が
盛
ん
な
農
家
に

桑
の
木
の
皮
む
き
の
手
伝
い
に
二
時
間
ず
つ
行
き
ま
し
た
。
帰
り
に
芋
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蒸
し
た
の
を
も
ら
い
帰
り
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

　

ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
養
蚕
を
し
て
い
た
の
で
良
質
な
繭
は
共
同
販
売
を

し
て
、
残
っ
た
二
～
三
級
の
繭
は
家
で
製
糸
（
糸
を
引
く
）
を
し
て
、
業

者
に
撚
糸
（
よ
か
け
）
染
色
を
し
て
も
ら
い
、
家
で
機
織
（
は
た
お
り
）

を
女
性
が
し
て
い
た
の
で
各
家
に
一
台
足
踏
の
製
糸
機
械
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
姉
妹
は
、「
お
蚕
様
が
い
る
か
ら
」
と
、
土
間
で
寝
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
蚕
が
大
き
く
な
る
と
、
桑
の
葉
を
食
べ
る
音
が
バ
リ
バ
リ
と
聞

こ
え
て
き
て
、
ト
タ
ン
に
雨
が
当
た
る
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

　

昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、

ひ
と
つ
の
集
落
に
二
軒
く
ら

い
の
桑
問
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
う
ち
も
桑
問
屋
と
呼
ば

れ
、
米
や
野
菜
と
と
も
に
樹

木
の
苗
木
と
何
種
類
か
の
桑

の
苗
木
を
育
て
て
出
荷
し
て

い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
）

2-6-10　歴史民俗資料館企画展で展示した養蚕関係資料
（2012年）
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米
・
麦
の
生
産

　

一
九
三
〇
年
代
、
耕
地
の
七
割
を
占
め
る
田
は
、
木
津
用
水
・
入

鹿
用
水
に
よ
る
灌か
ん

漑が
い

用
排
水
の
便
が
良
く
、
二
毛
作
が
盛
ん
で
、
大

麦
・
小
麦
を
主
体
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

農
家
の
減
少
に
と
も
な
い
、
米
も
麦
も
一
九
七
〇
年
代
か
ら
減
少

傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
大
麦
は
元
々
、
二
条
大
麦
と
裸
麦
（
六

条
大
麦
の
穀
皮
が
分
離
し
や
す
い
品
種
の
総
称
）
が
主
に
作
ら
れ
て

い
た
。
裸
麦
は
畜
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
頃
、
主
に
飼
料
用
作
物

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
条
大
麦
は
収
穫
量
が
安
定
し
な
か
っ
た
た

め
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
六
条
大
麦
へ
と
徐
々
に
転
換
が
進
み
、
二

〇
〇
〇
年
代
に
主
に
六
条
麦
茶
と
し
て
生
産
し
て
い
る
。

　

一
九
六
三
年
に
麦
類
の
収
穫
量
が
激
減
し
て
い
る
の
は
、
同
年
五

月
、
一
か
月
の
降
雨
日
数
が
二
五
日
と
な
り
、
農
作
物
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
特
に
麦
は
開
花
期
・
結
実
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
県

内
で
六
三
％
の
減
収
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
二
年
に
米
の
収
穫

量
が
激
減
し
て
い
る
の
は
、
七
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
の

梅
雨
前
線
に
と
も
な
う
豪
雨
と
、
同
月
十
五
日
に
上
陸
し
た
台
風
六

号
の
影
響
で
被
害
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
（
２
―
６
―
11
）。

2-6-11　米・麦の収穫量の推移（『愛知農林水産統計年報』）
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畜
産
業
の
衰
退

　

大
口
の
農
家
に
と
っ
て
、
養
蚕
に
力
を
入
れ
て
い
た
一
九
四
〇
年

代
ま
で
は
、
畜
産
は
自
家
消
費
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
養
鶏
は
例
外
で
、
明
治
以
来
、
各
地
区
に
養
鶏
組
合
が
あ
り

共
同
活
動
で
利
益
を
上
げ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
、
一
〇
羽
以
上

を
飼
養
す
る
戸
数
は
四
〇
〇
を
超
え
、
飼
養
羽
数
の
合
計
も
三
万
か

ら
四
万
羽
を
推
移
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
も
飼
養
戸
数
は

増
加
し
続
け
た
が
、
一
九
六
一
年
の
八
五
〇
戸
を
境
に
減
少
し
た
。

戸
数
に
反
比
例
し
て
飼
養
羽
数
が
増
加
し
続
け
、
一
九
八
五
年
に
飼

養
戸
数
は
一
六
戸
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飼
養
羽
数
は
九
万
羽
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
各
戸
に
よ
る
小
規
模
の
養
鶏
か
ら
大
規
模
経
営
が
定

着
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
養
鶏

の
衰
退
が
顕
著
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
養
鶏
農
家
は
姿
を
消
し

た
（
２
―
６
―
12
）。

　

養
豚
は
、
肉
の
需
要
の
高
ま
り
と
豚
の
糞ふ

ん

尿に
ょ
うに

敷
き
わ
ら
な
ど
を

混
ぜ
て
作
っ
た
厩
き
ゅ
う

肥ひ

が
田
畑
の
有
機
肥
料
と
し
て
得
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
養
豚
組
合
を
結
成
す
る
地
区
も
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年
に
は
飼
養
頭
数
が
二
八
〇
匹
で
あ
っ
た
の
が
一
九
三
二

年
に
は
五
七
五
匹
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

飼
養
戸
数
は
、
一
九
六
〇
年
の
二
七
〇
戸
を
頂
点
と
し
て
以
降
減

少
し
、
飼
養
頭
数
は
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
四
六
〇

〇
匹
か
ら
五
三
〇
〇
匹
の
間
で
推
移
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る

と
飼
養
戸
数
は
一
〇
戸
未
満
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
養
豚
を
営

む
農
家
は
無
く
な
っ
た
（
２
―
６
―
13
）。

2-6-12　採卵鶏飼養戸数と飼養羽数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※�表中「×」は数値が少ないため

特定されるのを避ける目的で公
開せず。

2-6-13　豚飼養戸数と飼養頭数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※�表中「×」は数値が少ないため特定されるのを

避ける目的で公開せず。

飼養戸数 
（戸）

飼養羽数 
（羽）

1961 850 24,500

1965 710 26,000

1970 400 59,000

1975 113 42,000

1980 45 81,600

1985 16 90,000

1990 11 73,000

1995 4 72,000

2000 3 64,000

2003 3 35,000

2007 1 ×

飼養戸数 
（戸）

飼養頭数 
（頭）

1960 270 2,210

1965 230 3,300

1970 110 5,140

1975 50 5,310

1980 20 5,135

1985 14 4,680

1990 14 4,600

1995 10 2,810

2000 6 1,670

2004 3 850

2007 2 ×
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酪
農
も
一
九
六
〇
年
ま
で
小
頭
数
の
飼
育
で
搾
乳
を
主
体
に
、
町

内
一
円
で
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
る

と
、
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
小
頭
数
の
飼
育
経
営
で
は
採
算
が
と

れ
な
い
た
め
、
酪
農
家
は
飼
養
頭
数
を
増
や
し
た
が
後
継
者
不
足
に

よ
り
飼
養
戸
数
・
飼
養
頭
数
と
も
に
急
激
に
減
少
し
た
。
統
計
上
、

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
を
最
後
に
酪
農
は
終
し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
た
（
２

―
６
―
14
）。

　

肉
用
牛
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
河
北
地
区
で
五
、
六
戸
の
農
家
が

五
〇
頭
前
後
飼
育
し
て
い
た
。
こ
れ
は
農
協
の
預
託
事
業
に
よ
る
も

の
で
、
農
協
が
購
入
し
た
子
牛
を
預
か
り
、
肥
育
し
肉
牛
と
し
て
出

荷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飼
育
者
は
農
協
か
ら
飼
育
料
を
受
け
取
る
仕

組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
八
年
か
ら
二
ツ
屋
地
内
で
、
肉
牛
団

地
と
し
て
二
〇
〇
頭
あ
ま
り
の
牛
の
飼
育
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
農

協
の
指
導
を
受
け
施
設
・
経
営
の
充
実
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
健

康
上
の
都
合
か
ら
廃
業
し
、
統
計
上
一
九
九
三
年
を
最
後
に
肉
用
牛

の
飼
育
は
終
了
し
た
（
２
―
６
―
15
）。

　

畜
産
業
の
衰
退
は
、
後
継
者
問
題
だ
け
で
な
く
一
九
七
〇
年
代
に

畜
産
公
害
が
問
題
化
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
生
活
環
境
の
整
備
・
改

善
が
進
む
に
つ
れ
、
畜
産
に
と
も
な
う
悪
臭
・
汚
水
の
問
題
が
起
こ

り
、
畜
産
農
家
に
対
し
、
畜
舎
を
住
宅
地
域
か
ら
移
転
す
る
こ
と
と
、

糞ふ
ん

尿に
ょ
う処

理
施
設
の
完
備
が
求
め
ら
れ
た
。
畜
舎
の
移
転
先
を
決
め
て

も
、
ま
た
悪
臭
を
指
摘
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
や
、

施
設
の
整
備
と
維
持
費
に
加
え
、
同
じ
時
期
に
飼
料
の
高
騰
も
あ
り
、

や
む
を
得
ず
畜
産
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

2-6-14　乳用牛飼養戸数と飼養頭数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※�表中「×」は数値が少ないため特定される

のを避ける目的で公開せず。

2-6-15　肉用牛飼養戸数と飼養頭数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※�表中「×」は数値が少ないため特定される

のを避ける目的で公開せず。

飼養戸数 
（戸）

飼養頭数 
（頭）

1960 73 170

1965 45 235

1970 24 315

1975 22 515

1980 13 427

1985 9 250

1990 7 178

1994 3 61

1995 2 ×

2003 2 ×

飼養戸数 
（戸）

飼養頭数 
（頭）

1960 78 95

1965 20 30

1971 5 28

1973 10 90

1975 4 75

1980 4 336

1985 7 448

1989 4 385

1993 1 ×
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農
地
を
借
り
て
農
業
経
営

　

町
は
一
九
六
五
年
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
水
田
の
ほ
場
整
備
事
業
に

よ
り
、
米
の
生
産
性
向
上
の
環
境
整
備
を
整
え
た
（
第
二
編
第
二
章

第
二
節
）。
ほ
場
整
備
に
よ
り
、
小
さ
な
水
田
や
形
の
い
び
つ
な
水
田

は
大
き
な
長
方
形
（
三
〇
ａ
）
に
区
画
整
理
さ
れ
、
農
業
用
水
路
や

農
道
の
整
備
も
お
こ
な
っ
た
。
水
田
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
機
械
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ほ

場
整
備
が
終
わ
り
、
本
格
的
に
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
矢
先
に
国
内

で
は
米
の
生
産
過
剰
と
い
う
時
期
を
迎
え
た
。

米
が
余
る

　

日
本
の
農
業
は
農
業
機
械
・
農
薬
の
導
入
・
水
稲
の
品
種
改
良
な

ど
に
よ
り
生
産
技
術
の
向
上
や
多
収
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
食
事

の
欧
米
化
が
進
行
し
、
米
離
れ
が
進
む
中
で
も
食
糧
管
理
法
に
基
づ

き
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
は
国
が
管
理
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

米
が
余
り
、
古
い
米
が
食
べ
ら
れ
ず
に
残
る
、
在
庫
蓄
積
と
い
う
状

況
に
陥
っ
た
。
一
九
七
〇
年
、
国
は
米
の
生
産
を
抑
制
す
る
米
生
産

調
整
及
び
稲
作
転
換
対
策
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
対
策
は
、
米
の
流
通
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
米
価
を
安
定

助
け
合
い
の
生
活

　

わ
た
し
の
住
む
町
内
は
全
く
の
農
村
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
米
作

り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
根
の
種
を
採
り
、
菜
種
を
作
り
、
そ
し
て
米

作
り
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
麦
作
り
、
米
作
り
の
合
間
に
養
蚕
を
お
こ

な
い
ま
す
。
年
中
暇
な
し
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
で
は
共
同
作

業
、
助
け
合
い
は
そ
れ
な
り
に
盛
ん
で
し
た
。

　

物
が
な
い
頃
、
機
械
は
な
く
手
作
業
の
た
め
、
全
て
共
同
作
業
で
す
。

菜
種
か
ら
菜
種
油
を
採
る
圧
縮
機
を
共
同
で
購
入
し
ま
し
た
。
お
菓
子
な

ど
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
米
を
は
ざ
し
て
作
る
米
菓
子
、
さ
と
う
き
び

か
ら
黒
砂
糖
を
精
製
し
ま
し
た
。
秋
に
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
用
水
の
水
が

引
く
と
、
„
か
え
ど
り
�
と
い
う
共
同
作
業
で
の
魚
取
り
を
お
こ
な
い
、

鮒ふ
な

や
鯰
な
ま
ず

を
つ
か
ま
え
ま
し
た
、
今
思
い
返
す
と
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

�

（
昭
和
十
六
年
生
ま
れ
）

家
畜
の
飼
育

　

鶏
や
農
耕
用
の
牛
な
ど
は
別
棟
で
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
鶏
が
卵
を
う

む
と
屋
敷
へ
ビ
に
横
取
り
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
牛
の
餌
は
五
条

川
の
堤
防
な
ど
に
生
え
る
草
で
、
草
刈
り
の
た
め
、
子
ど
も
が
よ
く
か
り

出
さ
れ
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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さ
せ
る
た
め
、
翌
年
度
か
ら
国
が
一
律
的
に
作
付
面
積
を
配
分
（
後

に
生
産
数
量
の
配
分
と
な
る
）
す
る
方
式
か
ら
始
ま
り
、
対
策
の
見

直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の
約
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
。
米
の
作
付
面
積
の
制
限
を
し
て
も
米
の
消
費
量

が
年
々
減
っ
て
い
く
た
め
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
国
は
作
付
面
積
の
制

限
を
増
や
し
、
米
以
外
の
作
物
を
作
る
た
め
の
奨
励
補
助
金
の
見
直

し
な
ど
を
繰
り
返
し
た
。

　

結
果
と
し
て
全
国
の
水
稲
の
作
付
面
積
は
、
一
九
六
九
年
の
三
一

七
・
三
万
ha
を
最
高
に
、
二
〇
二
〇
年
に
は
一
四
六
・
二
万
ha
ま
で

減
ら
し
た
。
町
内
で
も
水
稲
の
作
付
面
積
は
一
九
六
四
年
の
六
六
一

ha
を
最
高
に
、
二
〇
二
〇
年
に
は
二
一
四
ha
ま
で
減
っ
た
（
２
―
６
―

16
）。

2-6-16　全国・大口町の水稲作付面積と生産量
（『農林水産省農業生産に関する統計』『愛知農林水産統計年報』）

年　度
全　国 大口町

水稲
作付面積（ha）

米の
生産量（ｔ）

水稲
作付面積（ha）

米の
生産量（ｔ）

1964 3,126,000 12,362,000 661 2,168 
1969 3,173,000 13,797,000 571 2,180 
1970 2,836,000 12,528,000 480 1,720 
1975 2,719,000 13,085,000 441 1,700 
1980 2,350,000 9,692,000 370 1,520 
1985 2,318,000 11,613,000 357 1,580 
1990 2,055,000 10,463,000 303 1,360 
1995 2,106,000 10,724,000 270 1,260 
2000 1,763,000 9,472,000 244 1,200 
2005 1,702,000 9,062,000 242 1,160 
2010 1,625,000 8,478,000 246 1,120 
2015 1,505,000 7,986,000 209 999 
2020 1,462,000 7,763,000 214 995
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米
を
作
ら
せ
な
い

　

国
に
よ
る
減
反
対
策
は
、
一
九
七
一
年
度
か
ら
稲
作
転
換
対
策
と

し
て
米
以
外
の
作
物
を
作
る
転
作
と
何
も
作
ら
な
い
休
耕
の
二
本
立

て
で
進
め
ら
れ
た
が
、
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
に
よ
り
食
糧
自
給

の
向
上
が
重
要
と
さ
れ
、
一
九
七
三
年
度
で
休
耕
へ
の
奨
励
補
助
金

を
打
ち
切
り
、
転
作
だ
け
を
奨
励
補
助
金
の
対
象
と
し
た
。
こ
の
三

年
間
に
休
耕
し
た
水
田
は
、
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
何
も
作

ら
な
い
状
況
が
続
き
、
結
果
と
し
て
荒
廃
水
田
に
な
っ
て
し
ま
う
要

因
に
な
っ
た
。

　

原
因
と
し
て
は
、
経
営
面
積
の
少
な
い
農
家
に
と
っ
て
休
耕
以
外

に
転
作
な
ど
の
手
段
が
な
く
、
奨
励
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
自
体
が

目
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
町
内
で
も
荒
廃
水
田
が

多
く
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
は
相
続
に
よ
る
農
地
の
取
得
や
代
替
地
を

町
内
で
取
得
し
た
農
家
な
ど
、
町
外
権
利
者
の
入
作
農
家
が
大
半
で
、

遠
隔
地
の
農
地
だ
か
ら
と
安
易
に
耕
作
を
放
棄
し
た
た
め
で
あ
る
。

米
以
外
の
作
物
を

　

国
は
一
九
七
八
年
度
か
ら
一
九
八
六
年
度
ま
で
に
、
水
田
利
用
再

編
対
策
と
し
て
食
糧
自
給
率
向
上
の
主
力
と
な
る
麦
・
大
豆
・
飼
料

用
作
物
を
特
定
作
物
と
位
置
づ
け
、
転
作
奨
励
金
の
増
額
な
ど
で
転

作
田
の
団
地
化
を
促
進
し
た
。
個
々
の
農
家
の
水
田
で
転
作
を
定
着

さ
せ
る
た
め
、
転
作
農
地
の
連
担
性
を
持
ち
、
三
ha
以
上
（
北
海
道

は
九
ha
以
上
）
の
面
積
で
作
物
の
統
一
性
を
条
件
と
す
る
転
作
田
の

団
地
化
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
畑
作
物
で
あ
る
麦
・
大
豆
の
連
作
障
害
を
避
け
な
が
ら
、

転
作
団
地
を
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
好
ま
し
い

こ
と
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
集
団

転
作
の
手
法
で
、
転
作
を
地
域
農
家
全
体
の
課
題
と
し
て
解
決
す
る

た
め
、
ほ
場
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
区
画
に
分
け
、

毎
年
転
作
を
お
こ
な
う
ブ
ロ
ッ
ク
を
変
え
て
い
く
方
式
で
あ
る
。

団
地
化
に
よ
り
多
く
の
補
助
金
を

　

町
で
は
一
九
七
五
年
頃
、
秋
田
・
下
小
口
の
二
地
区
に
お
け
る
中

心
的
な
農
家
と
協
議
し
、
麦
に
よ
る
転
作
の
団
地
化
を
進
め
た
。
麦

を
作
る
転
作
奨
励
金
の
ほ
か
に
転
作
田
を
団
地
化
す
る
事
に
よ
る
加

算
金
が
大
き
く
、
農
家
に
は
魅
力
的
だ
っ
た
。

　

町
は
転
作
等
目
標
面
積
の
配
分
を
農
家
ご
と
に
配
分
し
た
。
農
家

が
所
有
す
る
総
水
田
面
積
か
ら
家
族
の
年
間
消
費
量
を
控
除
し
た
残

り
に
対
し
て
転
作
等
目
標
面
積
を
算
出
し
、
毎
年
一
月
末
に
各
農
家

へ
転
作
等
目
標
面
積
配
分
を
通
知
し
た
。
通
知
の
配
布
・
回
収
は
、
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小
字
ご
と
に
あ
る
農
家
で
組
織
す
る
農
事
組
合
に
依
頼
し
て
い
る
。

配
分
を
受
け
た
農
家
は
目
標
面
積
に
対
し
、
各
農
家
の
農
業
力
に
応

じ
て
翌
年
度
の
転
作
等
実
施
計
画
書
を
記
入
し
て
い
る
た
め
、
転
作

を
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
転
作
割

合
に
応
じ
て
、
耕
起
・
苗
の
注
文
・
肥
料
の
注
文
な
ど
田
植
の
準
備

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、
転
作
計
画
に
大
き
な
変
更
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
頃
、
秋
田
・
下
小
口
の
両
地
区
は
農
機
利
用
組
合
を

組
織
し
、
補
助
金
に
よ
り
農
業
機
械
を
購
入
し
た
。
組
合
に
は
農
作

業
を
請
け
負
っ
て
い
た
農
家
の
ほ
か
に
、
請
負
農
作
業
に
従
事
す
る

地
区
外
の
農
家
（
後
の
服
部
農
園
の
設
立
者
）
も
所
属
し
て
い
た
。

請
負
農
作
業
は
耕
起
・
代
か
き
、
田
植
え
、
稲
刈
・
脱
穀
な
ど
の
部

分
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
間
を
通
し
た
維
持
管
理
ま
で
へ
と
拡
大

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
書
面
を
通
じ
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
お
こ
な

う
と
い
う
利
用
権
設
定
に
よ
っ
て
継
続
的
な
営
農
へ
と
繋つ
な

が
り
、
中

核
農
家
が
面
積
を
集
積
し
、
転
作
団
地
の
拡
大
す
る
要
因
に
も
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
転
作
を
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
機
会
が
な

か
っ
た
た
め
、
転
作
団
地
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ

と
な
く
固
定
化
し
た
。
畑
作
物
で
あ
る
麦
は
連
作
障
害
を
起
こ
し
て
、

三
年
に
一
度
、
収
穫
で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
年
も
あ
っ
た
。

　

多
く
の
農
家
は
休
耕
・
麦
・
野
菜
・
大
豆
・
転
換
畑
な
ど
で
転
作

を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
転
作
分
だ
け
田
植
え
を
し
な

い
休
耕
（
保
全
管
理
）、
水
田
を
埋
め
て
転
換
畑
と
し
て
作
付
す
る
ほ

か
、
水
稲
の
青
刈
り
と
他
用
途
利
用
米
が
あ
っ
た
。
青
刈
り
と
は
水

稲
の
出
穂
期
に
水
稲
を
刈
り
取
る
事
で
、
黄
金
色
に
実
る
前
の
青
い

水
稲
を
刈
る
事
か
ら
青
刈
り
と
称
す
る
。
刈
り
取
ら
れ
た
水
稲
は
家

畜
の
飼
料
や
正
月
用
の
し
め
飾
り
に
加
工
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
度

か
ら
は
水
田
の
有
効
利
用
と
加
工
用
米
確
保
の
た
め
、
他
用
途
利
用

米
が
転
作
形
態
に
導
入
さ
れ
、
出
荷
し
た
数
量
を
面
積
換
算
し
て
転

作
と
し
て
加
え
た
。

　

導
入
後
、
田
植
え
を
お
こ
な
い
転
作
と
し
て
数
え
ら
れ
る
利
点
は

あ
る
が
、
国
が
生
産
者
か
ら
買
い
入
れ
、
管
理
す
る
政
府
米
に
比
べ

る
と
価
格
が
低
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
農
家
か
ら
は
他
用
途
利
用

米
が
な
か
な
か
出
な
か
っ
た
。
ま
た
、
豊
作
の
年
は
良
い
が
不
作
の

年
に
は
自
家
用
と
政
府
売
り
が
優
先
さ
れ
、
他
用
途
利
用
米
が
残
ら

ず
、
転
作
達
成
率
が
下
が
る
要
因
に
も
な
っ
た
。
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転
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
も

　

国
に
よ
る
生
産
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
て
も
米
の
豊
作
が
続
き
、
備

蓄
と
し
て
の
余
剰
米
が
生
じ
た
。
ま
た
、
国
民
一
人
当
た
り
の
年
間

消
費
量
が
減
じ
る
一
方
、
中
食
・
外
食
の
増
加
に
と
も
な
い
、
外
食

産
業
の
米
消
費
は
増
え
て
い
る
が
、
ま
す
ま
す
米
余
り
と
な
っ
て
い

き
、「
生
産
調
整
」
と
「
米
余
り
」
の
堂
々
巡
り
を
繰
り
返
し
た
。
国

民
一
人
当
た
り
の
年

間
消
費
量
は
一
九
六

二
年
の
一
一
八
・
三

㎏
を
最
高
に
、
二
〇

二
〇
年
に
は
五
〇
・

七
㎏
ま
で
減
少
し
た

（
２
―
６
―
17
）。

農
地
を
救
う

　

転
作
等
目
標
面
積
が
増
え
、
生
産
調
整
が
強
化
さ
れ
る
中
、
町
で

も
耕
作
放
棄
水
田
、
不
作
付
け
水
田
、
高
齢
化
及
び
世
代
交
代
に
よ

り
水
田
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
農
家
、
農
業
用
機
械
の
更
新
時
に

戸
別
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
水
田
に
つ
い
て
、
情
報
の
把
握
が
必
要

と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
、
毎
年
一
月
に
実
施
さ
れ
る
転
作
等

実
施
計
画
書
と
、
十
一
月
に
実
施
さ
れ
る
水
田
の
貸
し
借
り
調
査
か

ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
転
作
実
施
計
画
書
は
転
作
の
実
施
内
容
を

記
入
し
て
も
ら
う
が
、
中
に
は
保
有
す
る
農
地
全
部
を
休
耕
す
る
農

家
や
、
病
気
で
で
き
な
い
と
記
入
さ
れ
た
計
画
書
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
農
地
の
耕
作
放
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
は
農
家
を
訪

れ
、
農
地
の
利
用
計
画
を
確
認
し
、
利
用
権
設
定
を
通
し
て
担
い
手

農
家
に
貸
す
こ
と
を
勧
め
た
。
ま
た
、
農
機
具
の
更
新
な
ど
相
談
を

受
け
た
場
合
、
将
来
的
な
利
用
権
設
定
を
見
据
え
な
が
ら
部
分
作
業

を
委
託
す
る
こ
と
を
勧
め
た
り
、
集
団
転
作
団
地
に
隣
接
す
る
農
地

が
あ
れ
ば
転
作
団
地
の
拡
大
へ
と
繋つ
な

い
だ
り
し
た
た
め
、
面
積
自
体

が
減
少
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
土
地
改
良
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
農
地
・

水
路
・
農
道
が
転
作
団
地
を
広
げ
た
一
つ
の
要
因
で
も
あ
る
。

2-6-17　国民 1 人当たりの米の年間消費量（農林水産省「食糧需給表」）

118.3

95.1

78.9
70.0

64.6
59.5

50.7

1962 1970 1980 1990 2000 2010 2020

消
費
量
（
㎏
）

（年）
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農
地
銀
行

　

毎
年
、
稲
作
収
穫
後
の
十
一
月
に
な
る
と
、
町
は
農
事
組
合
を
通

じ
て
各
農
家
に
対
し
農
地
の
貸
し
借
り
調
査
を
実
施
す
る
。
農
地
を

預
け
る
こ
と
か
ら
「
農
地
銀
行
」
と
称
し
て
農
業
委
員
会
事
務
局
が

担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用

権
設
定
で
、
農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
農
業
者
（
借

り
手
）
と
、
高
齢
や
勤
め
な
ど
の
事
情
で
耕
作
が
で
き
な
い
農
地
所

有
者
（
貸
し
手
）
の
間
で
、
農
地
貸
借
の
権
利
（
利
用
権
）
を
設
定

し
、
農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
利
用
権
の
設
定
期
間
（
三
年
、
五
年
な
ど
）
が
終
了
す
れ
ば

返
還
し
、
継
続
し
て
更
新
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
対
象
と

な
る
農
地
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

貸
し
手
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
過
ぎ
る
と
、

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
還
さ
れ
、
利
用
権
の
再
設
定
に

よ
り
継
続
し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
る
。
借
り
手
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
賃
借
期
間
中
は
安
心
し

て
耕
作
を
お
こ
な
い
、
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継
続
し
て
借
り
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

転
作
団
地
の
拡
大

　

転
作
等
目
標
面
積
が
増
え
る
中
、
国
か
ら
の
転
作
奨
励
金
は
、
転

作
田
を
含
む
水
田
全
体
で
の
作
業
規
模
を
拡
大
し
、
高
能
率
な
生
産

単
位
を
育
成
す
る
こ
と
が
加
算
の
要
件
だ
っ
た
た
め
、
転
作
団
地
を

形
成
せ
ず
、
農
地
で
バ
ラ
バ
ラ
に
転
作
（
バ
ラ
転
と
称
す
）
す
る
よ

り
も
、
集
団
転
作
や
集
団
転
作
団
地
内
で
も
大
規
模
農
家
へ
の
補
助

が
大
き
く
な
っ
た
。
ま
た
、
転
作
を
通
し
て
大
規
模
農
家
を
育
成
す

る
こ
と
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
水
田
農
業
が
、
主
と
し
て

兼
業
農
家
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
米
価
の
低
下
・
高
齢
化
・

就
業
形
態
の
変
化
な
ど
で
兼
業
農
家
の
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
転
作
を
通
し
て
離
農
者
の
農
地
を
集
積
し
、
規
模
拡
大
を

さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

町
で
は
個
人
の
農
家
に
転
作
等
目
標
面
積
を
配
分
し
、
多
く
の
農

家
は
バ
ラ
転
を
実
施
し
て
い
た
た
め
、
団
地
を
形
成
で
き
ず
奨
励
金

の
加
算
金
も
な
く
非
効
率
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
町
は
、
仲
沖
・

大
屋
敷
両
地
区
に
対
し
、
転
作
団
地
形
成
の
た
め
耕
作
者
の
有
無
や
、

転
作
団
地
の
小
作
料
を
維
持
す
る
た
め
の
互
助
料
な
ど
に
つ
い
て
説

明
会
を
実
施
し
た
。
説
明
会
の
目
的
は
、
転
作
団
地
の
計
画
範
囲
を

示
し
、
ほ
場
を
利
用
権
設
定
に
よ
り
借
上
げ
、
大
規
模
経
営
農
家
が

転
作
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
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利
用
権
設
定
に
よ
る
借
上
げ
料
は
通
常
の
標
準
小
作
料
よ
り
高
い

五
万
円
／
一
〇
ａ
と
し
た
。
五
万
円
の
内
訳
は
、
ほ
場
を
耕
作
す
る

大
規
模
経
営
農
家
が
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
を
利
用
料
と
し
、

転
作
団
地
が
こ
の
地
区
の
転
作
を
受
託
す
る
た
め
、
地
区
の
農
家
は

転
作
等
目
標
面
積
に
応
じ
て
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
を
転
作
団

地
へ
の
委
託
料
的
な
互
助
料
と
し
た
。
以
上
の
合
計
と
な
る
五
万
円

／
一
〇
ａ
を
地
主
に
借
地
料
と
し
て
支
払
う
。
秋
田
・
下
小
口
両
地

区
の
集
団
転
作
団
地
も
同
じ
運
営
方
式
と
し
た
。

　

標
準
小
作
料
と
は
、
大
口
町
農
業
委
員
会
が
示
す
地
域
に
お
け
る

田
畑
を
貸
し
借
り
す
る
場
合
の
賃
料
だ
が
、
二
〇
〇
九
年
の
農
地
法

改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
以
降
は
地
域
で
成
立
し
て
い
る
農
地
の
賃

貸
借
情
報
を
提
供
す
る
。

　

一
九
九
三
年
の
水
田
営
農
活
性
化
対
策
に
よ
る
集
団
転
作
（
麦
作
）

は
、
六
万
七
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
の
転
作
奨
励
金
を
受
け
て
い
る
。

内
訳
は
国
費
が
五
万
円
／
一
〇
ａ
と
、
町
費
の
上
乗
せ
分
が
一
万
七

〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
で
あ
る
。
転
作
団
地
内
の
耕
作
者
は
、
六
万
七

〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
か
ら
利
用
料
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
を
支

払
っ
た
残
り
の
四
万
二
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
に
、
集
団
の
耕
作
面
積

を
加
算
し
た
金
額
と
、
麦
の
収
穫
量
の
売
上
げ
が
収
入
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
バ
ラ
転
に
お
け
る
麦
作
の
転
作
奨
励
金
は
、
国

費
が
七
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
と
町
費
一
万
二
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
の

計
一
万
九
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
で
あ
る
（
２
―
６
―
18
）。

　

当
時
は
「
ば
ら
ま
き
農
政
」
と
言
わ
れ
た
が
、
転
作
に
よ
り
農
家

が
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
、
兼
業
農
家
は
離
農
し
、
農
地
を
引
き
受
け

た
農
家
は
大
規
模
経
営
農
家
へ
と
姿
を
変
え
た
。

　

各
地
区
で
集
団
転
作
団
地
立
ち
上
げ
の
説
明
会
を
開
い
た
当
初
は
、

農
家
か
ら
農
地
を
借
り
上
げ
る
事
へ
の
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ

の
後
、
農
家
の
戸
別
訪

問
を
繰
り
返
し
、
徐
々

に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
転
作
団
地

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
転
作
団
地

計
画
内
の
ほ
場
で
水
稲

を
作
付
け
す
る
こ
と
を

目
的
に
代
替
地
を
希
望

す
る
農
家
に
は
、
連
担

性
を
確
保
す
る
た
め
代

替
地
を
探
し
て
提
供
し

た
。

2-6-18　水田営農活性化対策の集団転作とバラ転作の奨励補助金
（麦作の場合）（『決算に係る主要施策の成果報告書』）

※「―」は該当なし。

集団転作 
（円 /10a）

バラ転作 
（円 /10a）

国　費 50,000 7,000 
内　

訳

一般作物 7,000 7,000 
高度水田営農推進助成 33,000 ―
地域営農推進助成 10,000 ―

町　費 17,000 12,000 
内　

訳

水田管理費 5,000 5,000 
麦種子代 7,000 7,000 
団地化報奨金 5,000 ―

計 67,000 19,000 
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以
上
の
よ
う
に
、
集
団
転
作
団
地
は
秋
田
地
区
を
皮
切
り
に
、
下

小
口
・
大
屋
敷
・
豊
田
・
仲
沖
・
上
小
口
地
区
で
成
立
し
た
。
転
作

と
し
て
麦
が
作
ら
れ
（
２
―
６
―
19
）、
一
九
九
三
年
度
に
転
作
等
目

標
面
積
一
一
〇
・
〇
ha
の
半
分
に
あ
た
る
五
四
・
五
ha
を
集
団
転
作

で
達
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
麦
は
農
協
の
検
査
を
経
て
、
町
内
の
企
業

が
購
入
し
て
い
る
。

　

町
外
か
ら
の
入
作
農
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
し

ま
い
、
隣
接
農
家
か
ら
苦
情
を
受
け
る
原
因
に
な
っ
た
。
町
は
苦
情

の
内
容
を
現
場
確
認
し
、
農
地
の
所
有
者
を
訪
れ
、
苦
情
の
内
容
を

伝
え
る
。
耕
作
す
る
気
が
な
け
れ
ば
、
町
内
の
大
規
模
農
家
に
貸
し

て
ほ
し
い
旨
の
話
を
持
ち
か
け
、
利
用
権
設
定
へ
と
つ
な
げ
た
（
２

―
６
―
20
）。
こ
の
よ

う
に
し
て
経
営
面
積

が
拡
大
す
る
と
、
農

業
機
械
の
大
型
化
へ

も
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。

融
資
を
受
け
る
に
は

諸
要
件
が
あ
り
、
面

積
拡
大
は
一
番
の
要

件
で
も
あ
っ
た
。
面

積
を
増
や
す
た
め
に

機
械
を
購
入
す
る
と

い
う
こ
と
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
な
っ
て

く
る
。
ま
た
、
面
積

2-6-19　麦の作付け面積の推移（『東海農林水産統計年報』『愛知農林水産統計年報』）

2-6-20　利用権設定面積の推移（『決算に係る主要施策の成果報告書』）

年度 面積 
（ha） 年度 面積 

（ha） 年度 面積 
（ha）

1964 464 1986 38 2004 54
1969 297 1987 48 2005 53
1970 190 1988 56 2006 50
1971 105 1989 66 2007 58
1972 45 1990 66 2008 57
1973 16 1991 73 2009 60
1974 13 1992 73 2010 59
1975 5 1993 66 2011 62
1976 5 1994 61 2012 62
1977 4 1995 58 2013 57
1978 5 1996 55 2014 60
1979 28 1997 53 2015 58
1980 30 1998 54 2016 61
1981 38 1999 52 2017 62
1982 33 2000 58 2018 65
1983 35 2001 65 2019 71
1984 36 2002 57 2020 69
1985 40 2003 57 2021 67

年度 町全体水田 
面積（A）ha

利用権設定 
面積（B）ha

うち新規設定 
面積　ha

設定率（％） 
（B/A）

2009 393.4 142.4 0.4 36.2
2010 390.8 154.0 6.0 39.4
2011 390.0 155.0 1.0 39.7
2012 388.9 159.5 4.5 41.0
2013 385.4 174.0 13.0 45.1
2014 382.7 179.0 11.0 46.8
2015 380.9 197.0 9.0 51.7
2016 379.1 185.0 6.8 48.8
2017 377.7 186.5 12.4 49.4
2018 375.1 180.4 5.8 48.1
2019 357.9 177.5 6.8 49.6
2020 349.2 172.8 3.3 49.5
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が
増
え
れ
ば
、
農
地
の
管
理
が
課
題
と
な
っ
た
。
水
田
の
除
草
作
業

が
後
手
に
回
っ
て
し
ま
い
、
耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
た
め
に
利
用
権

設
定
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
だ
ら
け
の
水
田
に
な
り
、
同
じ

よ
う
に
隣
接
農
家
か
ら
の
苦
情
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

規
模
経
営
農
家
と
は
い
え
家
族
経
営
の
農
家
の
規
模
拡
大
に
も
限
界

が
あ
っ
た
。
目
安
と
し
て
水
稲
・
転
作
麦
あ
わ
せ
て
三
〇
ha
位
が
規

模
の
限
界
と
思
わ
れ
た
。
農
地
の
管
理
は
、
畦あ
ぜ

の
草
刈
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
に
付
着
し
た
土
を
道
路
に
残
さ
な
い
な
ど
、
隣
接
す
る
農
地
・

周
辺
住
民
と
共
存
す
る
た
め
の
作
業
も
必
要
と
な
る
。

農
業
で
生
き
残
る
に
は

　

兼
業
農
家
は
離
農
し
、
販
路
を
見
出
し
た
農
家
は
生
き
残
っ
た
。

高
齢
化
・
世
代
交
代
・
農
機
具
の
買
い
替
え
な
ど
が
離
農
の
き
っ
か

け
と
な
り
、
そ
の
き
っ
か
け
が
農
地
を
引
き
受
け
る
大
規
模
経
営
農

家
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の
後
町
の
農
業
の
基
盤
と
な
っ
た
。
農
地
の
生

き
残
っ
た
大
規
模
経
営
農
家
は
、
い
ず
れ
も
年
間
収
入
（
年
間
を
通

し
た
農
業
）
を
水
稲
以
外
で
確
保
す
る
た
め
の
複
合
経
営
を
お
こ
な
っ

た
。
あ
る
農
家
は
水
稲
と
転
作
麦
と
施
設
野
菜
、
あ
る
農
家
は
水
稲

と
転
作
麦
と
野
菜
苗
の
育
苗
、
あ
る
農
家
は
水
稲
と
転
作
麦
と
果
実

を
栽
培
し
、
現
金
収
入
の
機
会
を
持
っ
て
い
る
。

　

各
作
物
の
収
入
時
期
に
つ
い
て
、
水
稲
は
十
二
月
末
と
三
月
に
、

転
作
麦
は
転
作
補
助
金
が
三
月
末
で
売
上
げ
が
八
月
末
に
、
そ
れ
ら

以
外
と
し
て
施
設
野
菜
・
野
菜
苗
・
果
樹
な
ど
を
出
荷
し
た
際
の
収

入
が
あ
る
。
農
家
は
年
間
を
通
し
安
定
的
な
収
入
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
機
械
を
購
入
し
て
耕
作
面
積
が
拡
大
し
て
い
き
、
大

規
模
経
営
農
家
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

季
節
ご
と
の
作
業
は
田
植
の
準
備
と
し
て
、
四
月
ま
で
に
は
耕
起
・

整
地
な
ど
の
土
づ
く
り
、
四
月
末
に
籾も
み

を
水
に
つ
け
、
一
週
間
後
に

は
育
苗
箱
へ
籾
を
蒔ま

い
て
代
か
き
を
お
こ
な
い
、
五
月
初
め
頃
か
ら

田
植
え
が
始
ま
る
。
五
月
末
か
ら
麦
刈
を
お
こ
な
い
農
協
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
。
十
月
中
旬
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま
り
、
並
行
し

て
麦
用
の
ほ
場
の
耕
起
、
十
二
月
に
麦
蒔
き
を
お
こ
な
う
。
収
穫
ま

で
に
は
管
理
作
業
も
あ
り
、
複
合
経
営
と
し
て
の
施
設
野
菜
・
野
菜

苗
・
果
実
な
ど
を
入
れ
る
と
年
間
を
通
し
て
農
作
業
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
で
も
家
族
経
営
で
あ
り
な
が
ら
早
く
か
ら
定

休
日
制
度
を
設
け
、
法
人
と
し
て
組
織
化
し
た
服
部
農
園
有
限
会
社

が
町
内
に
存
在
す
る
。
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法
人
化
し
た
農
家
、
服
部
農
園

　

農
業
機
械
の
大
型
化
に
着
目
し
て
規
模
を
拡

大
し
、
農
業
の
法
人
化
を
実
現
さ
れ
た
外
坪
在

住
の
服
部
靖
宏
さ
ん
、
起
代
子
さ
ん
ご
夫
妻

に
、
服
部
農
園
の
あ
ゆ
み
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
（
２
―
６
―
21
）。

何
故
、
農
業
を

　

一
九
四
三
年
生
ま
れ
の
靖
宏
さ
ん
が
小
学
校
六
年
生
の
時
、
勤
め
人
で

あ
っ
た
父
親
を
亡
く
し
、
中
学
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

家
が
所
有
し
て
い
た
い
く
ら
か
の
農
地
を
、
知
識
も
資
本
も
労
働
力
も
な

い
中
、
露
地
野
菜
栽
培
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。
親
か
ら
の
農
業
後
継
者

で
は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。
一
九
六
五
年
頃
、
町
内
に
は
農

業
青
年
部
が
あ
り
、
父
親
と
同
世
代
の
農
家
と
の
交
流
を
通
し
て
技
術
な

ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

一
九
六
九
年
、
二
十
五
歳
の
時
、
靖
宏
さ
ん
は
起
代
子
さ
ん
と
結
婚
。

働
き
手
が
二
人
に
な
り
、
近
所
の
方
に
お
願
い
し
て
自
宅
近
く
に
ま
と
ま
っ

た
土
地
を
借
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
を
始
め

ま
し
た
。
大
口
農
協
に
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や
つ
け
瓜
な
ど
の
部
会
が
あ
り
、

共
同
出
荷
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ナ
ス
の
専
作
農
家
に
な
り
ま
し
た
が
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
農

家
の
暮
ら
し
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
兼
業
農
家
の
農
地
離
れ
に
よ
り
、
田
ん
ぼ

の
耕
作
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
が
耕
う
ん
機
を
使
っ
て
田

を
起
こ
し
て
い
る
時
に
、
靖
宏
さ
ん
は
二
七
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
「
ト
ラ
ク
タ
ー
で
田
ん
ぼ
を
耕
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
田
植
え
や
脱
穀
の
作
業
も
請
け
負

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夫
婦
二
人
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
ず
、
田
植
え
時

に
は
町
内
の
農
家
か
ら
手
伝
い
に
来
て
貰
い
ま
し
た
。
一
九
八
八
年
に
は

経
営
面
積
が
二
〇
ha
を
超
え
、
町
内
で
一
番
の
面
積
の
米
作
農
家
に
な
り

ま
し
た
。
施
設
野
菜
（
ナ
ス
）
を
や
め
、
町
が
ま
と
め
た
集
団
転
作
団
地

で
麦
作
も
始
め
ま
し
た
。

農
業
の
会
社
を
つ
く
り
た
い

　

一
九
八
九
年
、
田
植
え
の
繁
忙
期
に
は
若
手
二
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
若
者
と
接
す
る
う
ち
に
一
緒
に
農
業
が
で
き
た
ら
と
思
っ
た
の

が
、
農
業
の
法
人
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

一
九
九
三
年
、
米
の
大
凶
作
で
タ
イ
米
が
緊
急
輸
入
さ
れ
、
米
市
場
が

2-6-21　服部農園有限会社
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開
放
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
も
国
際
競
争
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
試
練

　

一
九
九
五
年
五
月
二
十
三
日
、
靖
宏
さ
ん
が
脳
内
出
血
で
倒
れ
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
入
院
先
の
集
中
治
療
室
で
、
起
代
子
さ
ん
に
「
と
に
か
く
田
植

え
を
や
れ
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
呂ろ

律れ
つ

も
回
ら
な
い
言
葉
で
し
た
が
、

起
代
子
さ
ん
に
は
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。
一
週
間
後
、
次
女
が
会

社
へ
辞
表
を
出
し
家
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

起
代
子
さ
ん
は
二
〇
年
間
、
夫
の
補
助
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
機
械
の

運
転
は
未
経
験
で
不
安
ば
か
り
で
し
た
。
靖
宏
さ
ん
不
在
の
中
、
田
植
え

の
時
期
は
迫
り
、
多
く
の
方
々
に
手
伝
い
を
頼
み
、
乗
り
切
り
ま
す
。
そ

の
中
に
現
在
の
服
部
農
園
の
代
表
者
で
あ
る
次
女
の
婿
も
い
ま
し
た
。
時

に
は
独
り
で
農
作
業
を
す
る
起
代
子
さ
ん
を
見
て
「
服
部
さ
ん
の
農
業
は

も
う
終
わ
っ
た
」
と
人
づ
て
に
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
九
九
九
年
五
月
六
日
、
服
部
農
園
有
限
会
社
を
設
立
。
代
表
は
靖
宏

さ
ん
、
役
員
に
は
起
代
子
さ
ん
と
、
当
時
は
次
女
の
交
際
相
手
（
現
在
の

娘
婿
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
靖
宏
さ
ん
が
農
業
の
法
人
化
を
思
い
描
い
て

か
ら
一
〇
年
、
つ
い
に
そ
の
想
い
は
結
実
し
ま
し
た
。

会
社
設
立
後

　

次
女
の
結
婚
を
契
機
に
、
愛
知
県
農
業
改
良
普
及
課
の
立
ち
合
い
の
下
、

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
仕
事
と
家
庭
の
役
割
や
休
日
の
設
定
、

始
業
時
間
と
終
業
時
間
、
給
料
（
月
給
）
の
明
示
な
ど
、
農
業
を
企
業
と

す
る
た
め
の
約
束
事
を
文
書
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
社
員
が
ゼ
ロ
の
状
態
で
、
繁
忙
期
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
い
作
業

を
し
ま
し
た
。
多
く
の
面
積
を
耕
作
す
る
た
め
借
金
で
大
き
な
機
械
を
買

い
、
返
済
す
る
た
め
さ
ら
に
面
積
を
広
げ
、
ま
た
大
き
な
機
械
が
必
要
と

な
り
家
計
も
事
業
も
火
の
車
。
こ
の
頃
の
耕
作
面
積
は
約
三
〇
ha
で
し
た
。

社
員
を
雇
用

　

法
人
設
立
三
年
目
か
ら
三
年
間
、
毎
年
一
名
の
社
員
を
雇
用
し
ま
し
た
。

雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
二
〇
〇
三
年
に

冬
野
菜
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
挑
戦
し
ま
し

た
が
初
年
度
は
全
滅
で
し
た
。

　
「
草
が
生
え
て
い
る
田
ん
ぼ
は
服
部
の
と

こ
ろ
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
荒
れ
て
い

た
田
ん
ぼ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
法
人
化
し

た
以
上
、
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
れ
ま
い
と

管
理
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
（
２
―
６
―
22
）。
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畜
産
・
施
設
園
芸

　

一
九
八
〇
年
代
前
半
に
盛
ん
で
あ
っ
た
乳
牛
・
肥
育
牛
・
養
豚
・

養
鶏
の
畜
産
農
家
は
二
〇
二
三
年
現
在
、
全
て
が
廃
農
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
臭
気
の
苦
情
、
糞ふ
ん

尿に
ょ
うの

処
理
、
後
継
者
問
題
な

ど
が
あ
る
。
屋
敷
内
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
養
豚
も
臭
気
の
苦
情
が

あ
り
、
郊
外
に
移
転
し
た
が
安
い
豚
肉
の
輸
入
と
共
に
廃
農
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
畜
産
は
、
一
般
農
家
よ
り
も
離
農
し
や
す
い
。
注

意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
家
畜
を
処
分
す
れ
ば
離
農
で
き
る
が
、
家

畜
を
飼
育
す
る
土
地
の
ほ
か
に
所
有
し
て
い
る
農
地
の
維
持
を
誰
が

や
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

町
内
の
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
野
菜
農
家
も
、
後
継
者
、

ハ
ウ
ス
内
外
の
温
度
差
に
よ
る
体
へ
の
負
担
、
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え

問
題
な
ど
で
全
て
が
廃
農
し
た
。
特
に
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え
で
高
額

な
経
費
を
要
す
る
た
め
、
後
継
者
の
有
無
と
ハ
ウ
ス
へ
の
設
備
投
資

が
廃
農
の
大
き
な
分
岐
点
と
な
っ
た
。

　

二
〇
二
二
年
、
花
き
の
施
設
園
芸
農
家
が
世
代
交
代
し
、
二
代
目

の
後
継
者
が
就
農
（
二
ha
に
一
八
棟
）
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正

月
用
の
花
の
出
荷
は
、
十
月
中
頃
か
ら
十
二
月
中
頃
ま
で
に
終
え
る

（
２
―
６
―
23
）。
ま
た
、
数
年
前
か
ら
葉
ボ
タ
ン
を
色
付
け
す
る
こ
と

に
よ
り
、
付
加
価
値
を
付
け
て
出
荷
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
イ

会
社
の
理
念
を
明
示
す
る

　

娘
婿
に
代
表
を
引
き
継
い
だ
二
〇
一
四
年
、
米
価
が
大
暴
落
し
て
一
俵

が
今
ま
で
の
価
格
の
半
値
と
な
り
、
赤
字
を
出
し
ま
し
た
。

　

新
代
表
は
「
百
年
後
に
繋つ
な

が
る
循
環
型
農
業
（
栽
培
へ
の
約
束
）、
百
年

後
に
繋
が
る
人
材
育
成
（
働
く
人
へ
の
約
束
）、
百
年
後
に
繋
が
る
地
域
と

の
絆
き
ず
な
づ
く
り
（
地
域
へ
の
約
束
）」
を
経
営
理
念
と
し
ま
し
た
。

　

百
年
後
、
こ
の
理
念
を
受
け
継
い
だ
人
が
、
こ
の
地
で
農
業
を
育
て
維

持
・
発
展
さ
せ
、
人
の
育
成
と
地
域
へ
の
貢
献
は
組
織
と
し
て
の
務
め
で

あ
る
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
農
業
に
何
思
う

　

農
業
は
担
い
手
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
が
増
え
続
け
て
お
り
、

地
域
農
業
を
支
え
る
次
世
代
農
業
者
の
育
成
が
我
々
の
課
題
で
あ
り
、
地

域
の
課
題
で
も
あ
る
と
服
部
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

服
部
農
園
か
ら
次
世
代
後
継
者
を
輩
出
す
る
こ
と
、
企
業
理
念
に
掲
げ

る
、
地
域
を
担
う
意
識
の
醸
成
を
叶か
な

え
る
教
育
は
必
須
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制
限
、
七

月
の
低
温
・
大
雨
・
日
照
不
足
に
よ
っ
て
米
は
収
量
を
減
ら
し
ま
し
た
。

「
食
」
と
い
う
も
の
の
捉
え
方
の
転
換
期
で
あ
り
、
農
業
経
営
と
は
何
か
を

改
め
て
考
え
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。
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チ
ゴ
の
施
設
栽
培
農
家
が
二
軒
あ
り
（
２
―
６
―
24
）、
ハ
ウ
ス
の
中

で
作
っ
て
い
る
。

農
業
を
始
め
る
に
は

　

新
規
就
農
は
多
額
の
準
備
資
金
と
運
用
資
金
が
必
要
と
な
る
。
具

体
的
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
資
機
材
の
購
入
費
に
加
え
、

農
業
用
倉
庫
や
育
苗
ハ
ウ
ス
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
産
物
の
価

格
低
迷
の
た
め
、
投
資
を
回
収
で
き
る
見
込
み
が
小
さ
い
の
が
現
状

と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
農
業
機
械
と
は
、
軽
自
動
車
・
ト
ラ
ク

タ
ー
・
田
植
え
機
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乾
燥
機
・
籾も
み

摺す

り
機
な
ど
で
、

こ
れ
に
農
機
具
や
乾
燥
機
を
保
管
す
る
倉
庫
や
育
苗
ハ
ウ
ス
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
購
入
に
つ
い
て
、
自
己
資
金
な
ら
い
い
が
、
融

資
の
場
合
だ
と
担
保
の
有
無
、
公
的
な
融
資
で
あ
れ
ば
経
営
面
積
が

大
き
く
左
右
す
る
。

減
少
す
る
農
地

　

名
神
高
速
道
路
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
て
、
国
道
四
一
号
・
一
五
五
号
沿
線
に
は
物
流
倉
庫
が
増
え
て
い

る
。
そ
の
土
地
は
、
兼
業
農
家
が
手
放
し
た
農
地
で
あ
り
、
大
規
模

農
家
の
耕
作
地
で
も
あ
っ
た
農
地
で
も
あ
る
。
企
業
は
農
家
の
自
己

住
宅
・
農
家
分
家
・
沿
道
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
利
用
制
限
が
さ
れ
て
い

る
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
工
場
用
地
・
駐
車
場
と
し
て
ま
と

め
、
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
。
農
業
と
そ
の
他
の
産
業
と
が
共
存

で
き
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
農
地
法
に
よ
る
、

農
地
が
農
地
以
外
に
な
る
農
地
転
用
は
、
農
業
で
得
ら
れ
る
以
上
の

税
収
や
雇
用
を
生
む
が
、
農
地
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
一

九
七
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
一
八
七
・
四
ha
の
市
街
化
調

整
区
域
内
の
農
地
（
田
・
畑
）
が
転
用
さ
れ
、
農
家
の
分
家
住
宅
・

農
業
倉
庫
を
は
じ
め
、
沿
道
サ
ー
ビ
ス
・
国
道
沿
線
の
倉
庫
な
ど
に

姿
を
変
え
て
い
る
。
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水
田
の
利
用
権
設
定
に
よ
り
、
規
模
を
拡
大
し
た
農
家
は
、
機
械

の
更
新
の
た
め
融
資
を
受
け
て
購
入
す
る
。
機
械
を
購
入
し
た
途
端

に
土
地
売
買
で
利
用
権
設
定
の
解
除
が
生
じ
、
面
積
が
減
る
。
こ
の

状
況
が
積
み
重
な
る
と
、
集
団
的
に
一
帯
を
耕
作
し
て
い
た
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
農
業
の
た
め
に
利
用
す
る
土
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

農
業
振
興
区
域
の
農
地
が
「
歯
抜
け
」
状
態
、
も
し
く
は
飛
び
地
と

な
り
、
大
型
機
械
の
利
用
の
能
率
が
悪
く
な
る
。
転
用
後
が
物
流
倉

庫
で
あ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
激
し
く
な
る
。

　

工
場
誘
致
条
例
は
町
が
生
き
残
る
た
め
の
施
策
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
二
三
年
現
在
の
企
業
誘
致
に
よ
る
物
流
倉
庫
な
ど
の
建
設
は
、
農

家
が
先
行
き
を
不
安
視
し
、
農
地
を
手
放
し
た
結
果
と
も
い
え
る
（
２

―
６
―
25
）。

2-6-25　農地法による農地転用面積の推移（『愛知県統計年鑑』）
（総数：許可＋届出、許可：市街化調整区域、届出：市街化区域）

年度
総数 

（ha）
許可 

（ha）
届出 

（ha）
年度

総数 
（ha）

許可 
（ha）

届出 
（ha）

年度
総数 

（ha）
許可 

（ha）
届出 

（ha）

1979 6.3 4.2 2.1 1993 8.5 6.3 2.2 2007 8.8 7.2 1.6
1980 4.9 2.6 2.3 1994 7.9 3.1 4.8 2008 6.2 5.5 0.7
1981 3.3 2.4 0.9 1995 5.6 0.2 5.4 2009 5.7 5.0 0.7
1982 3.5 2.0 1.5 1996 6.0 1.8 4.2 2010 7.4 5.4 2.0
1983 3.7 1.9 1.8 1997 5.0 3.0 2.0 2011 6.0 4.0 2.0
1984 3.3 1.9 1.4 1998 10.9 8.8 2.1 2012 3.1 1.7 1.4
1985 7.3 6.0 1.3 1999 4.6 2.7 1.9 2013 5.6 3.4 2.2
1986 5.5 4.2 1.3 2000 6.8 5.2 1.6 2014 4.2 3.3 0.9
1987 3.9 2.7 1.2 2001 7.5 5.8 1.7 2015 4.1 3.1 1.0
1988 6.6 5.0 1.6 2002 6.2 5.0 1.2 2016 3.5 2.7 0.8
1989 6.6 4.2 2.4 2003 5.1 4.2 0.9 2017 4.5 3.2 1.3
1990 9.3 4.5 4.8 2004 7.2 5.6 1.6 2018 12.1 11.3 0.8
1991 11.8 5.8 6.0 2005 7.9 6.8 1.1 2019 8.6 7.6 1.0
1992 7.9 3.8 4.1 2006 5.7 4.7 1.0 2020 10.9 9.6 1.3
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第
三
節
　
工
業
の
動
向

	

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
の
工
業
の
推
移
を
、
工
業
統
計

調
査
の
数
値
か
ら
み
る
。
日
本
の
工
業
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需

景
気
を
も
た
ら
し
た
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
ま
で
の
戦
後
復

興
期
、
実
質
経
済
成
長
率
が
年
平
均
一
〇
％
を
達
成
し
た
一
九
七
三

年
頃
ま
で
の
高
度
成
長
期
、
二
回
の
石
油
危
機
を
重
工
業
か
ら
自
動

車
産
業
な
ど
に
移
行
し
た
一
九
八
四
年
頃
ま
で
の
安
定
成
長
期
、
地

価
と
株
価
の
急
騰
に
よ
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
、
そ

し
て
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
小
刻
み
な
変
動
を
繰
り
返
し
、
現
状
を
維
持

し
な
が
ら
推
移
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
二
〇
〇
八
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
み
ら
れ
る
。

　

大
口
町
で
は
、
一
九
五
五
年
以
降
の
工
場
誘
致
に
よ
り
、
多
様
な

業
種
の
工
場
・
事
業
所
を
誘
致
し
、
国
道
と
高
速
道
路
に
近
い
地
の

利
を
活
か
し
て
各
企
業
が
活
動
す
る
も
、
そ
の
時
々
の
経
済
情
勢
の

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

町
内
の
従
業
者
規
模
別
事
業
所
数
の
推
移
（
２
―
６
―
26
）
を
み
る

と
、
一
九
人
以
下
の
小
規
模
事
業
所
が
多
く
、
中
規
模
事
業
所
が

徐
々
に
増
加
し
同
程
度
の
割
合
に
迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2-6-26　工業・従業者規模別事業所数の推移（『愛知県統計年鑑』）
 ※1990年以降は「 3 人以下」がなくなり、 4 人以上の項目となる。　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

1960 1965 1975 1985 1990 2000 2010 2016 2019
3人以下 61 56 50 82 ― ― ― ― ―
4〜19人 13 48 52 83 94 90 66 49 53
20〜99人 4 10 23 41 41 44 40 41 43

100〜299人 0 3 6 8 13 12 12 10 13
300〜999人 1 2 7 4 4 7 4 4 4
1000人以上 1 1 0 3 3 2 3 3 3

計 80 120 138 221 155 155 125 107 116

0

50

100

150

200

250

1960 1965 1975 1985 1990 2000 2010 2016 2019

事
業
所
数
（
か
所
）

（年）

3人以下 4～19人 20～99人
100～299人 300～999人 1,000人以上
計
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産
業
別
事
業
所
数

　

一
九
五
五
年
か
ら
の
一
〇
年
間
は
、
工
場
誘
致
が
高
度
成
長
期
に

お
け
る
国
の
工
業
振
興
の
追
い
風
を
受
け
て
成
功
し
た
時
期
に
あ
た

る
。

　

事
業
所
数
は
、
一
九
五
六
年
の
五
六
か
所
か
ら
、
一
九
六
〇
年
の

八
〇
か
所
、
一
九
六
五
年
に
は
一
二
〇
か
所
と
増
加
し
た
。
こ
の
時

期
は
、
誘
致
第
一
号
の
民
成
紡
績
株
式
会
社
大
口
工
場
（
現
ト
ヨ
タ

紡
織
株
式
会
社
大
口
工
場
）
を
は
じ
め
、
事
業
所
の
半
数
近
く
を
繊

維
工
業
が
占
め
て
い
た
（
２
―
６
―
27
）。

　

国
道
四
一
号
が
開
通
し
た
翌
年
に
あ
た
る
一
九
七
〇
年
に
は
、
事

業
所
数
が
一
八
〇
か
所
ま
で
増
加
し
た
。
一
〇
年
間
で
倍
以
上
の
増

加
で
あ
り
、
金
属
製
品
で
一
八
倍
、
一
般
機
械
で
七
倍
以
上
増
え
、

輸
送
機
器
も
二
桁
の
事
業
所
数
に
な
っ
た
。

　

大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
を
境
に
、
高
度
経

済
成
長
の
変
動
を
迎
え
る
。
一
九
七
一
年
の
事
業
所
数
は
、
前
年
よ

り
一
〇
か
所
減
少
し
て
一
七
〇
か
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七

三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
の
発
生
や
円
為
替
の
変
動
相
場
制
移
行
な

ど
か
ら
、
一
九
七
四
年
度
に
は
戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
経
済
成
長

と
な
る
な
ど
、
高
度
成
長
期
の
半
分
以
下
の
経
済
成
長
率
が
続
く
不

景
気
と
な
り
、
一
九
七
五
年
の
事
業
所
数
は
五
年
前
に
比
べ
二
割
以

上
減
の
一
三
八
か
所
と
な
っ
た
。
減
少
が
大
き
い
業
種
と
し
て
は
、

繊
維
工
業
で
五
割
減
、
金
属
製
品
も
三
割
以
上
減
少
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
九
七
五
年
ま
で
事
業
所
数
の
減

少
は
続
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は
自
動
車
な
ど
の
輸
出
の
増
加
も
あ
り

景
気
が
持
ち
直
し
、
一
九
八
〇
年
に
は
事
業
所
数
が
二
一
四
か
所
と

な
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
は
一
九
七
六
年
時
点
ま
で
落
ち
込
ん
で
し

ま
う
が
、
一
九
八
八
年
に
は
再
び
増
加
し
、
そ
の
後
増
減
を
繰
り
返

す
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
さ
ら
に
減
少
し
、
二
〇
一
六
年
に
は
一

〇
七
か
所
と
な
る
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
繊
維
工
業
は
一
九
六
三
年
に
全
事
業
所
数
の

半
数
近
く
に
あ
た
る
五
九
か
所
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
、

特
に
一
九
八
〇
年
代
の
減
少
は
著
し
く
、
一
九
八
五
年
に
は
一
桁
と

な
り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一
か
所
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
反
比
例
す
る

よ
う
に
、
金
属
製
品
・
一
般
機
械
の
事
業
所
数
が
多
少
の
増
減
を
繰

り
返
し
つ
つ
も
、
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
、
繊
維
工
業
に
取
っ

て
代
わ
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
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2-6-27　工業・産業別事業所数の推移（『愛知県統計年鑑』）
　※1985年以降は従業者 4 人以上。

　※一般機械の2010年以降は産業分類の再編で、はん用・生産用・業務用機械に分割。
　※電気機器の2005年以降は産業分類の再編で電気機器・電子部品に分割。

　※表中斜線は記載なし。
　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

1956 1960 1963 1965 1966 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1980 1985
食料品 11 10 9 10 12 11 11 12 12 9 9 9 9

繊維工業 44 59 55 56 55 49 49 47 39 28 26 31 6
衣服 7 7 5 6 9 10 7 6 6 5 7 7 5

金属製品 2 8 14 17 36 35 36 28 29 25 31 46 31
一般機械 4 14 13 15 30 27 27 29 27 29 24 44 37

はん用機械
生産用機械
業務用機械
電気機器 0 3 2 2 3 6 4 6 3 4 4 9 9
電子部品
輸送機器 1 4 6 6 11 10 8 12 14 9 12 15 11
その他 11 18 16 15 24 22 24 22 21 29 27 53 31

計 56 80 123 120 127 180 170 166 162 151 138 140 214 139

1988 1990 1991 1993 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019
食料品 9 8 9 8 8 5 5 5 6 5 6 6 6

繊維工業 3 4 6 4 5 2 1 ― ― ― 2 2 1
衣服 8 8 12 12 6 4 3

金属製品 40 43 44 39 40 38 35 33 27 24 27 26 28
一般機械 51 41 49 39 36 48 39

はん用機械 8 4 2 3 4 4
生産用機械 25 29 27 26 25 29
業務用機械 1 0 1 1 ― ―
電気機器 7 9 10 11 11 9 7 7 7 6 6 6 6
電子部品 1 1 2 1 1 2 2
輸送機器 8 9 11 14 11 10 15 15 10 12 11 9 9
その他 38 33 36 37 34 39 33 30 31 29 28 30 31

計 164 155 177 164 151 155 139 125 116 107 111 110 116
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計 食料品 繊維工業 衣服 金属製品
一般機械 はん用機械 生産用機械 業務用機械 電気機器
電子部品 輸送機器 その他

第六章　産業　 364

第二編　政治・経済



産
業
別
従
業
者
数
（
人
）

計
（
人
）

計 食料品 繊維工業 衣服 金属製品
一般機械 はん用機械 生産用機械 業務用機械 電気機器
電子部品 輸送機器 その他

（年）
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2-6-28　工業・産業別従業者数の推移（『愛知県統計年鑑』）
　※1985年以降は従業者 4 人以上。

　※一般機械の2010年以降は産業分類の再編で、はん用・生産用・業務用機械に分割。
※電気機器の２００５年以降は産業分類の再編で電気機器・電子部品に分割。

　※表中斜線は記載なし。
　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

　※表中「×」は数値が少ないため特定されるのを避ける目的で公表せず。

1956 1960 1963 1965 1966 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1980 1985
食料品 52 90 127 158 291 287 314 344 361 306 364 266 409 

繊維工業 1,270 1,268 1,464 1,434 1,438 1,472 1,311 1,394 980 960 974 541 443 
衣服 47 36 27 35 72 967 1,088 933 1,226 783 483 130 69 

金属製品 × 108 220 954 1,525 1,806 1,845 1,884 1,990 2,009 2,139 2,450 2,185 
一般機械 406 682 768 753 1,570 1,458 1,437 1,574 1,407 1,361 1,289 3,079 3,783 

はん用機械
生産用機械
業務用機械
電気機器 ― × × × 9 76 58 93 66 22 37 50 1,765 
電子部品
輸送機器 × × 45 54 300 344 318 342 350 298 356 1,159 562 
その他 × × × × 793 749 719 674 738 729 674 921 1,216 

計 1,225 1,825 2,638 3,167 4,006 5,998 7,159 7,090 7,238 7,118 6,468 6,316 8,596 10,432 

1988 1990 1991 1993 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019
食料品 465 314 369 467 599 453 573 451 498 254 432 424 451

繊維工業 197 197 220 363 315 × 10 ― 46 41 37 36 33
衣服 132 176 253 100 70 42 14 

金属製品 2,607 2,776 3,093 3,189 3,362 3,206 3,164 2,646 2,722 2,633 2,768 2,551 2,704
一般機械 3,691 4,287 5,010 4,246 3,296 3,079 3,024 

はん用機械 168 88 76 84 91 90
生産用機械 2,876 3,893 3,420 3,427 3,621 3,539
業務用機械 6 ― 4 4 ― ―
電気機器 2,168 2,762 2,972 3,182 3,073 2,930 3,416 4,102 4,300 4,331 4,248 4,300 4,353
電子部品 ― ― ― ― 86 58 59 48 33 110 102
輸送機器 652 840 666 801 786 768 836 957 832 871 901 802 843
その他 954 949 982 1,009 968 × 1,672 1,376 1,227 1,275 1,368 1,580 1,565

計 10,866 12,301 13,565 13,357 12,469 12,019 12,795 12,640 13,665 12,953 13,302 13,515 13,680
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産
業
別
従
業
者
数

　

合
計
し
た
従
業
者
数
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
の

間
に
、
一
八
二
五
人
か
ら
七
一
五
九
人
と
四
倍
近
く
増
え
て
い
る
。

特
に
金
属
製
品
・
一
般
機
械
・
輸
送
機
器
そ
し
て
衣
服
が
大
幅
に
増

え
て
い
る
が
、
繊
維
工
業
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
（
２
―
６
―
28
）。
戦

後
増
え
続
け
た
従
業
者
数
は
、
一
九
七
一
年
を
ピ
ー
ク
に
不
景
気
が

続
き
減
少
し
た
が
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
も
あ
り
七
〇
〇
〇
人
台
で

推
移
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
に
は
事
業
所
数
と
同
様
に
減
少

し
、
六
四
六
八
人
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
、
一
九
八
五
年
に
は
一
万
人
台
、

平
成
に
入
る
と
平
成
末
ま
で
一
万
二
〇
〇
〇
人
台
か
ら
一
万
三
〇
〇

〇
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。

産
業
別
製
造
品
出
荷
額
等

　

製
造
品
出
荷
額
等
は
、
一
九
六
〇
年
で
は
一
五
億
四
五
〇
〇
万
円

で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
に
は
五
八
一
億
七
四
〇
〇
万
円
と
な
り
、

一
二
年
間
で
約
三
八
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
成
長
率
の

伸
展
が
寄
与
し
て
い
る
が
、
生
産
性
の
向
上
も
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
増
加
し
た
業
種
は
、
事
業
所
数
・
従
業
者
数
が
増
え

た
金
属
製
品
・
一
般
機
械
で
あ
っ
た
（
２
―
６
―
29
）。

　

そ
の
後
も
一
九
七
四
年
ま
で
年
々
増
加
し
、
七
九
六
億
円
ま
で
伸

び
た
が
、
一
九
七
五
年
は
七
〇
六
億
円
と
一
時
減
少
し
て
い
る
。

　

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
に
お
け
る
円
高
の
進
行
と
貿
易

の
自
由
化
は
、
繊
維
工
業
の
大
幅
な
輸
出
の
減
少
と
な
り
、
町
内
の

繊
維
工
業
も
急
激
な
減
少
を
も
た
ら
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
以
降
は

増
加
に
転
じ
た
。

　

全
体
で
み
る
と
産
業
別
事
業
所
数
の
推
移
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
一
九
九
三
年
が
三
四
四
八
億
円
、
二
〇
一
六
年
が
三
九
一

三
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
両
年
の
数
値
に
は
顕
著
な
差
が
な
く
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
た
め
、
統
計
上
は
町
内
製
造
業
の
経
済
規
模
拡

大
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
事
業
所
数
は
減
少
し
て
い

る
た
め
、
一
社
あ
た
り
の
従
業
者
数
・
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
規
模

が
拡
大
し
て
い
る
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
先
述
の
一
九
九
三
年
と
二
〇
一
六
年
を
比
較

し
て
、
電
気
機
器
と
輸
送
機
器
は
増
加
し
て
い
る
。
特
に
電
気
機
器

は
、
二
倍
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
機
械
（
は
ん
用
・
生
産
・
業
務
機
械
）
は
、
一
九
六
〇
年
の

八
億
七
七
〇
〇
万
円
か
ら
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
特
に
一
九
六
六

年
か
ら
一
九
七
〇
年
は
七
倍
以
上
も
増
加
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年

代
の
著
し
い
増
加
に
つ
い
て
、
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
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2-6-29　工業・産業別製造品出荷額等の推移（『愛知県統計年鑑』）
　※単位は百万円

　※1985年以降は従業者 4 人以上。
　※一般機械の2010年以降は産業分類の再編で、はん用・生産用・業務用機械に分割。

※電気機器の２００５年以降は産業分類の再編で電気機器・電子部品に分割。　
※表中斜線は記載なし。

　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。
　※表中「×」は数値が少ないため特定されるのを避ける目的で公表せず。

1956 1960 1963 1965 1966 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1980 1985
食料品 125 207 347 483 1,070 1,262 1,322 2,141 2,724 2,953 3,562 4,121 7,225 

繊維工業 508 768 1,099 1,106 6,139 5,055 6,234 7,446 8,903 7,333 8,111 11,782 9,010 
衣服 14 7 6 15 60 10,395 12,274 3,350 2,638 2,119 20,097 966 362 

金属製品 × 167 2,596 7,218 20,298 19,608 22,853 32,421 38,317 37,348 39,829 51,926 49,562 
一般機械 877 1,885 2,141 2,223 16,011 13,063 10,952 22,908 17,332 12,944 13,718 83,280 119,445 

はん用機械
生産用機械
業務用機械
電気機器 ― × × × 9 483 500 864 1,005 41 80 530 33,150 
電子部品
輸送機器 × × 67 83 1,263 1,664 1,773 3,685 4,156 2,716 3,399 8,160 11,457 
その他 × × × × 2,526 2,360 2,266 3,518 4,574 5,163 5,656 10,522 35,582 

計 740 1,545 3,730 7,224 12,359 47,376 53,890 58,174 76,333 79,649 70,617 94,452 171,287 265,793 

1988 1990 1991 1993 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019
食料品 8,866 6,549 6,721 6,822 8,672 8,245 8,053 6,248 8,200 4,632 7,002 6,891 7,015 

繊維工業 2,396 2,192 2,315 18,214 14,933 × × ― × × × × ×
衣服 5,619 6,913 11,815 1,143 460 293 99 

金属製品 85,965 108,965 114,079 115,956 110,344 81,269 98,619 75,463 96,692 95,143 98,292 98,665 107,708 
一般機械 126,964 186,437 178,861 91,410 105,675 96,083 129,598 

はん用機械 3,222 1,317 × 1,791 1,761 1,700 
生産用機械 50,674 148,148 88,835 93,328 112,204 111,828 
業務用機械 × ― × × ― ―
電気機器 45,739 62,240 69,073 67,859 61,933 71,081 111,114 123,413 144,270 138,385 147,601 158,273 152,014 
電子部品 × × × × × × ×
輸送機器 17,254 24,297 23,696 21,604 19,042 23,244 24,478 24,892 25,997 27,012 26,544 25,642 24,431 
その他 18,534 24,189 23,691 21,828 23,132 × × × × × × × ×

計 311,337 421,782 430,251 344,836 344,191 321,261 424,191 322,779 461,977 391,313 410,639 443,081 446,201 

産
業
別
出
荷
額
（
百
万
円
）

出
荷
額
計
（
百
万
円
）

計 食料品 繊維工業 衣服 金属製品
一般機械 はん用機械 生産用機械 業務用機械 電気機器
電子部品 輸送機器 その他

（年）
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は
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株
式
会
社
が
一
九
六
一
年
に
大
口
工
場
を

建
設
し
、
一
九
六
五
年
に
本
社
が
大
口
工
場
へ
移
転
し
た
こ
と
と
、

オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
が
一
九
六
九
年
に
大
口
工
場
の
操
業
を
始
め
た

こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
大
口
工
場
は
、
一
九
七
四
年
に

一
時
操
業
を
停
止
す
る
が
、
一
九
七
九
年
の
再
開
と
と
も
に
工
場
の

増
設
を
お
こ
な
い
、
翌
年
に
本
社
工
場
の
主
力
が
移
転
さ
れ
た
。
一

九
八
二
年
に
は
、
本
社
機
構
を
含
め
て
町
内
へ
移
転
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
が
、
そ
の
後
の
一
般
機
械
の
動
向
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
電
気
機
器
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
五
年
以
降
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

海
外
進
出
す
る
企
業

　

円
高
の
影
響
を
背
景
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
生
産
コ
ス
ト

の
低
い
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
工
場
進
出
や
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
・
メ
キ
シ
コ
の
間
で
結
ば
れ
た
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
に
よ
り
、
多
く
の
日
系
企
業
も
進
出
す
る
な
ど
、
国
内
で
は
事

業
継
続
の
課
題
が
出
て
き
た
。

　

し
か
し
、
町
内
で
操
業
を
休
止
す
る
大
規
模
な
工
場
は
な
く
、
工

場
の
拡
張
を
お
こ
な
っ
て
い
る
企
業
も
あ
っ
た
。
な
お
、
町
内
の
大

手
事
業
者
八
社
（
町
外
に
本
社
が
あ
る
事
業
者
、
子
会
社
を
含
む
）

は
、
す
べ
て
海
外
に
二
か
所
以
上
の
生
産
拠
点
を
持
っ
て
い
る
。
主

な
国
と
し
て
は
二
〇
一
八
年
現
在
で
米
国
・
中
国
・
カ
ナ
ダ
・
英
国
・

タ
イ
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
あ
わ
せ
て
二
二
か
国
に
上
る
（
２
―
６
―
30
）。2-6-30　海外進出する企業（『おおぐち元気なお店・会社ガイドブック』、各社社史など）

誘致時企業名 操業開始 
時期 現在の企業名 業務内容 主な海外工場 

（2018年末現在）

民成紡績㈱ 1956年 トヨタ紡織㈱大口工場 輸送用機器内
装品

フランス、中国、米国、
ロシア、カナダ、ブラジ
ル、ポーランドほか

㈱大隈鐵工所 1969年 オークマ㈱本社、本社工場 工作機械 ドイツ、米国、台湾、中
国

㈱山崎鉄工所 1961年 ヤマザキマザック㈱本社、大
口製作所 工作機械 米国、英国、シンガポー

ル、中国

兼房刃物工業㈱ 1964年 兼房㈱本社、大口工場 工業用刃物

インドネシア、米国、オ
ランダ、中国、インド、
ブラジル、メキシコ、ベ
トナム

㈱林内製作所 1964年 リンナイ㈱大口工場 ガス器具

台湾、オーストラリア、
マ レー シ ア、韓 国、米
国、タイ、ベトナム、中
国ほか

㈱小林製作所 1964年 ㈱パロマ大口工場 ガス器具
米国、カナダ、メキシコ、
ブラジル、ベトナム、中
国、オーストラリアほか

㈱青山製作所 1968年 ㈱青山製作所本社、大口工場
ボルト・ナッ
ト・樹脂製品
など

タイ、米国、チェコ、中
国、インドネシア

㈱東海理化 1980年 ㈱東海理化本社、本社工場
（大口工場） 輸送用機器

台湾、カナダ、米国、中
国、タ イ、ブ ラ ジ ル、
チェコ、インドほか
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第
四
節
　
商
業
の
動
向

	

　

大
口
町
は
、
近
代
に
至
る
ま
で
主
要
な
街
道
が
な
く
、
純
農
村
地

帯
で
あ
っ
た
た
め
、
商
業
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

発
展
し
な
か
っ
た
。
人
口
増
加
に
と
も
な
い
増
え
た
の
は
個
人
商
店

で
、
大
規
模
商
店
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
統
計
調
査
か
ら
商
業
の

動
向
を
み
て
い
く
。

小
売
業
の
推
移

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
大
口
村
は
、
食
料
の
自
給
生
活
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
社し
ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

村
長
に
よ
る
工
場
誘
致
が
始

ま
り
、
民
成
紡
績
株
式
会
社
（
現

ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
）
大
口
工

場
が
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）

年
七
月
に
、
同
興
紡
績
株
式
会
社

大
口
工
場
が
一
九
六
二
年
に
そ
れ

ぞ
れ
操
業
を
始
め
、
工
場
の
周
辺

に
独
身
寮
の
女
子
従
業
員
や
社
宅

2-6-32　卸売業・小売業の推移（『愛知県統計年鑑』）
※飲食店を除く。

※表中斜線は記載なし。

2-6-31　民成紡績株式会社前の商店街

1956 1960 1966 1972 1974 1979 1982 1985

（卸売・ 
小売業計）

商店数（店） 38 58 98 106 99 137 143 135 
従業者数（人） 76 114 193 313 289 512 636 764 
年間販売額（万円） 13,555 37,643 166,320 200,422 1,492,855 1,850,941 9,208,127 

（小売業）
小売業商店数（店） 55 86 100 94 112 111 101 
小売業従業者数（人） 110 170 302 281 424 389 381 
年間販売額（万円） 13,067 32,061 164,259 193,853 518,857 628,976 682,271 

（卸売業）
卸売業商店数（店） 3 12 6 5 25 32 34 
卸売業従業者数（人） 4 23 11 8 88 247 383 
年間販売額（万円） 488 5,582 2,061 6,569 973,998 1,221,965 8,525,856 

1988 1991 1994 1999 2004 2007 2014 2016

（卸売・ 
小売業計）

商店数（店） 206 206 204 263 211 198 169 171 
従業者数（人） 1,148 1,248 1,306 2,430 2,330 2,303 1,889 1,701 
年間販売額（万円） 10,981,900 18,652,200 12,349,300 17,489,300 16,544,200 22,274,500 18,342,700 20,740,500 

（小売業）
小売業商店数（店） 164 157 159 204 158 153 122 118 
小売業従業者数（人） 832 840 880 1,806 1,821 1,708 1,157 1,129 
年間販売額（万円） 1,446,300 2,308,500 2,352,400 2,940,500 3,164,800 3,174,500 2,427,300 2,653,300 

（卸売業）
卸売業商店数（店） 42 49 45 59 53 45 47 53 
卸売業従業者数（人） 316 408 426 624 509 595 732 572 
年間販売額（万円） 9,535,600 16,343,800 9,996,900 14,548,800 13,379,400 19,100,000 15,915,300 18,087,200 
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の
家
族
を
対
象
と
し
た
商
店
が
で
き
た
（
２
―
６
―
31
）。
民
成
紡
績

株
式
会
社
大
口
工
場
前
の
沿
道
は
多
く
の
店
舗
が
立
地
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
一
九
六
六
年
に
は
町
全
体
で
八
六
店
、
従
業
者
数
一
七

〇
人
、
販
売
額
三
億
二
〇
六
一
万
円
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
32
）。

　

高
度
成
長
期
に
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
に
は
、
町
内
で
も
第
二
次
産
業

へ
の
就
業
者
割
合
が
第
一
次
産
業
の
就
業
者
割
合
を
上
回
っ
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
消
費
生
活
が
活
発
な
時
代
が
到
来
し
、
一
九
七
二
年
に
小

売
店
が
一
〇
〇
店
と
な
り
、
従
業
者
数
も
三
〇
二
人
に
増
加
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
に
よ
る
不
況
や
、
一

九
七
七
年
の
豊
田
紡
織
株
式
会
社
（
現
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
）
の

非
繊
維
部
門
の
強
化
に
よ
る
独
身
寮
の
閉
鎖
な
ど
か
ら
工
場
周
辺
の

店
舗
が
廃
業
し
、
そ
の
後
も
小
売
店
の
増
加
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
七
九
年
は
一
一
二
店
、
従
業
者
数
四
二
四
人
に
留
ま
り
、
年
間

販
売
額
は
約
五
二
億
円
だ
っ
た
。
一
九
八
五
年
は
、
年
間
販
売
額
こ

そ
約
六
八
億
円
と
増
え
て
い
る
も
の
の
、
店
舗
数
は
一
〇
一
店
に
、

従
業
者
数
は
三
八
一
人
に
減
少
し
た
。

　

町
内
に
小
売
店
が
増
加
し
な
か
っ
た
の
は
、
南
北
に
長
い
町
域
と
、

町
周
辺
に
商
業
が
発
達
し
て
い
る
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
が
あ

る
た
め
、
隣
接
市
へ
買
い
物
や
遊
び
に
出
か
け
る
な
ど
、
自
治
体
の

枠
を
超
え
た
生
活
圏
を
形
成
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

江
南
市
な
ど
で
は
こ
の
頃
す
で
に
大
規
模
小
売
店
が
立
地
し
、
一
九

七
〇
年
代
に
入
り
自
動
車
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
賑

わ
っ
た
。

大
規
模
小
売
店
の
立
地

　

町
内
の
小
売
業
が
大
き
く
変
化
し
た
き
っ
か
け
は
、
大
規
模
小
売

店
の
町
内
進
出
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
に
大
規
模
小
売
店
舗
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
隣
接
の
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
に
は
大
規
模
小
売
店
が

立
地
し
、
町
民
の
多
く
が
買
物
に
出
か
け
て
い
た
。

　

一
九
八
七
年
六
月
、
工
場
誘
致
に
よ
り
工
場
が
立
地
し
て
い
た
場

所
に
「
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
」
が
営

業
を
開
始
し
た
（
２
―
６
―
33
）。
こ

れ
に
よ
り
、
一
九
八
八
年
に
は
小

売
店
数
が
一
六
四
店
、
従
業
者
数

が
八
三
二
人
と
大
き
く
増
加
し
、

あ
わ
せ
て
年
間
販
売
額
も
九
年
前

の
一
九
七
九
年
に
比
べ
約
二
・
八

倍
も
増
加
し
た
。
一
方
で
、
町
民

の
購
買
行
動
も
変
化
し
、
永
く
住

2-6-33  ヨシヅヤ大口店の開店で大渋滞（1987年）
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民
の
暮
ら
し
に
根
付
い
て
い
た
既
存
の
小
規
模
小
売
店
は
廃
業
が
続

い
た
。

　

そ
の
後
も
大
規
模
小
売
店
の
立
地
が
進
み
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）

年
十
一
月
に
「
バ
ロ
ー
大
口
店
」
が
、
一
九
九
八
年
十
月
に
は
「
ア

ピ
タ
大
口
店
（
現
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
大
口
店
）」
が

開
店
し
、
ま
す
ま
す
町
民
の
購
買
行
動
を
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

隣
接
の
市
町
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
域
の
市
町
村
の
住
民
が
町
内

の
大
規
模
小
売
店
に
買
い
物
に
来
る
な
ど
商
業
環
境
が
大
き
く
変
化

し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
小
売
店
数
が
二
〇
四
店
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、

従
業
者
数
の
一
八
〇
六
人
と
、
年
間
販
売
額
の
約
二
九
四
億
円
は
過

去
最
高
額
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
生
鮮
食
品
を
主
体
と
し
た
店
舗

や
書
店
な
ど
の
大
規
模
小
売
店
が
開
店
し
た
が
、
小
売
店
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
従
業
者
数
も
増
え
な
か
っ
た
。

　

年
間
販
売
額
は
、
二
〇
〇
七
年
に
約
三
一
七
億
円
と
過
去
最
高
額

と
な
っ
た
が
、
小
売
店
数
、
従
業
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇

一
六
年
に
は
小
売
店
数
一
一
八
店
、
従
業
者
数
一
一
二
九
人
、
年
間

販
売
額
約
二
六
五
億
円
と
な
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

町
内
で
大
規
模
小
売
店
が
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
小
売

店
は
減
少
し
て
い
く
中
、
二
四
時
間
営
業
と
い
う
新
し
い
業
態
の
小

売
業
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
立

地
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
七
月
現
在
で
、

一
二
店
舗
が
営
業
し
て
い
る
。

従
業
者
規
模
別
小
売
店
数
の
推
移

　

一
九
八
五
年
の
統
計
を
み
る
と
、
従
業

者
規
模
別
で
は
、
従
業
者
二
人
以
下
が
六

三
店
で
全
店
の
六
二
・
四
％
、
三
～
九
人

が
三
一
店
で
三
〇
・
七
％
と
零
細
小
売
店

が
九
割
以
上
を
占
め
、
五
〇
人
以
上
の
小

売
店
は
な
い
。

　

一
九
八
八
年
に
な
る
と
従
業
者
二
人
以

下
が
七
五
店
と
な
る
が
、
そ
れ
以
降
減
少

し
て
い
く
。
一
方
、
こ
の
年
に
初
め
て
従

業
者
数
五
〇
～
九
九
人
の
小
売
店
が
登
場

す
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
九
年
に
は
従
業
者
数

一
〇
〇
人
以
上
の
小
売
店
が
登
場
し
、
二

2-6-34　従業者規模別小売店数の推移
（『愛知県統計年鑑』『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』）

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
2人以下（店） 72 63 75 67 62 43 44

3〜9（店） 31 31 72 72 112 101 79
10〜49（店） 9 7 16 20 27 23 24
50〜99（店） 0 0 1 0 2 2 4

100人以上（店） 0 0 0 0 1 4 2
計（店） 112 101 164 159 204 173 153
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〇
〇
二
年
に
は
四
店
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
従
業
者
数
九
人
以
下
の
小
売

店
の
占
め
る
割
合
は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
（
２
―
６
―
34
）。

産
業
別
小
売
店
数
の
推
移

　

産
業
別
（
取
り
扱
い
商
品
別
）
の

店
数
で
は
、
二
〇
〇
七
年
で
四
五
店

と
最
多
の
飲
食
料
品
店
が
各
年
と
も

第
一
位
で
あ
る
。
繊
維
・
衣
料
品
店

は
二
〇
〇
七
年
で
三
二
店
あ
り
、
一

九
八
八
年
か
ら
飲
食
料
品
店
に
次
ぐ

店
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
小
売
店
の
進
出
前
ま
で
飲

食
料
品
店
に
次
い
で
多
か
っ
た
自
動

車
・
自
転
車
店
は
、
店
数
の
増
減
が

あ
ま
り
な
い
。
大
規
模
小
売
店
の
核

店
舗
と
な
る
各
種
商
品
を
扱
う
店
は

一
九
九
九
年
か
ら
登
場
し
、
二
〇
〇

七
年
は
四
店
あ
る
（
２
―
６
―
35
）。

産
業
別
従
業
者
数
の
推
移

　

産
業
（
取
り
扱
い
商
品
）
別
の
従
業
者
数
を
み
る
と
、
一
九
八
五

年
で
は
飲
食
品
店
が
最
も
多
く
一
二
三
人
、
次
い
で
自
動
車
・
自
転

車
店
が
一
二
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

飲
食
料
品
店
の
従
業
者
数
は
そ
の

後
も
増
加
を
続
け
、
二
〇
〇
七
年
で

は
六
〇
六
人
を
数
え
て
い
る
。
次
い

で
多
い
の
は
、
各
種
商
品
を
扱
う
店

（
大
規
模
小
売
店
）
で
、
二
〇
〇
七
年

に
は
四
九
六
人
と
な
っ
て
い
る
（
２

―
６
―
36
）。

商
業
別
小
売
店
年
間
売
上
の
推
移

　

産
業
（
取
り
扱
い
商
品
）
別
の
年

間
販
売
額
を
み
る
と
、
一
九
八
五
年

の
調
査
で
は
、
飲
食
料
品
店
と
、
自

動
車
・
自
転
車
店
で
そ
れ
ぞ
れ
二
〇

億
円
を
超
え
、
一
九
七
九
年
の
実
績

と
比
べ
増
加
し
て
い
る
。
一
九
八
八

年
以
降
は
、
小
売
店
数
・
従
業
者
数

2-6-35　商業・産業別小売店数の推移（『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』）

2-6-36　商業・産業別小売店従業者数の推移（『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』）
※表中「×」は事業所数が ２ 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
各種商品（店） 0 0 0 0 2 2 4

繊維・衣料（店） 12 10 30 30 42 34 32
飲食料品（店） 45 35 62 57 64 55 45

自動車・自転車（店） 16 20 23 20 27 24 18
家具・建具（店） 13 10 11 12 10 9 7

その他（店） 26 26 38 40 59 49 47
計（店） 112 101 164 159 204 173 153

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
各種商品（人） 0 0 0 0 × 531 496 

繊維・衣料（人） 29 21 135 123 216 184 163 
飲食料品（人） 181 123 380 368 580 595 606 

自動車・自転車（人） 103 121 123 115 140 121 91 
家具・建具（人） 22 24 37 61 47 81 17 

その他（人） 89 92 157 213 × 318 335 
計（人） 424 381 832 880 1,806 1,830 1,708 
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の
推
移
と
同
様
に
、
飲
食
料
品
の

数
字
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
で
は
各
種
商
品
を

扱
う
店
（
大
規
模
小
売
店
）
が
一

〇
四
億
円
と
最
大
で
、
次
い
で
飲

食
料
品
店
の
八
一
億
円
と
な
っ
て

い
る
（
２
―
６
―
37
）。

　

各
統
計
を
み
る
と
、
一
九
八
〇

年
代
後
半
以
降
に
増
加
し
て
い
る

項
目
が
多
い
。
こ
れ
は
先
述
し
た

と
お
り
、
一
九
八
七
・
一
九
九

五
・
一
九
九
八
年
に
大
規
模
小
売

店
の
営
業
を
開
始
し
た
こ
と
が
、

町
内
の
商
業
に
と
っ
て
大
き
な
影

響
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

消
費
者
購
買
動
向
調
査

　

一
九
八
二
年
に
町
民
の
消
費
者
購
買
動
向
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
成
果
か
ら
町
民
の
購
買
先
を
み
る
と
、
町
内
で
の
購
買
割
合
は

食
料
品
・
日
用
品
な
ど
の
最
寄
品
で
二
九
・
五
％
を
占
め
る
が
全
商

品
の
合
計
で
は
一
三
・
五
％
し
か
な
く
、
買
回
品
は
三
・
七
％
に
過

ぎ
な
い
。
最
も
購
買
割
合
が
大
き
い
地
域
は
町
の
西
側
に
隣
接
す
る

江
南
市
内
で
、
全
商
品
の
合
計
で
五
一
・
四
％
を
占
め
、
衣
料
品
・

家
具
な
ど
の
買
回
品
で
は
六
四
・
一
％
、
雑
貨
な
ど
の
準
買
回
品
が

三
八
・
五
％
、
食
料
品
な
ど
の
最
寄
品
で
も
三
三
・
八
％
を
占
め
、

贈
答
品
三
四
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
江
南
市
内
で
の
購
買
割
合
が

高
い
要
因
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
江
南
市
内
に
は
、
広
い
駐
車
場
を

完
備
し
た
大
規
模
小
売
店
が
複
数
開
業
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
２

―
６
―
38
）。

　

二
〇
一
〇
年
の
調
査
で
は
、
町
内
で
の
購
買
割
合
が
食
料
品
な
ど

の
最
寄
品
で
六
八
・
六
％
と
多
い
。
ま
た
、
下
着
な
ど
の
準
買
回
品

で
五
二
・
三
％
、
贈
答
品
で
四
六
・
二
％
と
町
内
で
の
購
買
割
合
が

お
お
む
ね
半
分
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
洋
服
・
家
電
な
ど

の
買
回
品
は
二
六
・
一
％
と
町
内
が
多
い
も
の
の
、
隣
接
市
町
で
の

購
買
割
合
の
方
が
大
き
い
（
２
―
６
―
39
）。

2-6-37　商業別小売店年間販売額の推移（『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』） 
※表中「×」は事業所数が ２ 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
各種商品（百万円） 0 0 0 0 × × 10,419 

繊維・衣料（百万円） 378 434 2,797 4,131 4,008 2,872 2,143 
飲食料品（百万円） 1,835 2,027 5,413 8,844 9,838 5,801 8,144 

自動車・自転車（百万円） 1,558 2,143 2,758 4,039 4,070 3,633 3,036 
家具・建具（百万円） 192 175 639 2,140 1,487 1,487 677 

その他（百万円） 1,226 2,044 2,856 4,370 × × 7,326 
計（百万円） 5,189 6,823 14,463 23,524 29,405 32,752 31,745 
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買回品（％） 準買回品（％） 最寄品（％） 贈答品（％） 合計（％）

大口町内 3.7 21.2 29.5 12.7 13.5

町外

江南市 64.1 38.5 33.8 34.8 51.4

犬山市 4.6 4.0 4.6 3.5 4.4

小牧市 9.2 8.1 6.3 14.3 8.3

扶桑町 2.7 21.2 24.1 3.5 11.7

名古屋市 13.3 5.0 1.1 27.7 8.8

その他 2.4 2.0 0.6 3.5 1.9

計 96.3 78.8 70.5 87.3 86.5

買回品（％） 準買回品（％） 最寄品（％） 贈答品（％） 合計（％）

大口町内 26.1 52.3 68.6 46.2 44.5

町外

江南市 14.4 4.3 1.9 12.9 8.7

犬山市 0.2 1.3 6.8 0.8 1.9

小牧市 25.0 6.6 6.4 3.0 13.6

扶桑町 18.6 15.7 14.0 9.1 15.8

名古屋市 8.7 1.8 0.4 22.7 6.4

その他 5.2 4.3 0.8 3.0 3.8

計 72.0 33.8 30.3 51.5 50.2

通信販売など 1.9 13.9 1.1 2.3 5.4

2-6-38　消費者購買動向調査（1982年）（『消費者購買動向調査報告書』）

2-6-39　消費者購買動向調査（2010年）（『消費者購買動向調査報告書』）
※�『消費者購買動向調査報告書』によると、各項目の数値は小数点以下第二位を四捨五入して算出したため、合計が１００

にならない場合がある。

※ １ 　買回品：�購買頻度が少なく、比較的高額で好みが多様化している商品を購入するにあたって、複数の店舗に足を
運び、価格・品質・デザインなどを比較検討して買うもの。

※ ２ 　最寄品：�消費者にとって毎日の生活に欠かせない商品で、購買頻度が高く、消費機会の多い身近なもの。
（『消費者購買動向調査結果報告書』）

【調査品目の区分】

区　　分 調査品目

買回品※１ 紳士服　婦人服　スポーツ・レジャー用品　電気製品

準買回品 下着　園芸用品　化粧品

最寄品※２ 台所用品　日常食料品

贈答品 贈答品
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卸
売
業

　

卸
売
業
の
統
計
調
査
対
象
は
、
小
売
業
へ
の

販
売
の
ほ
か
、
工
場
な
ど
他
の
産
業
用
使
用
者

へ
の
販
売
、
業
務
用
に
主
と
し
て
使
用
さ
れ
る

商
品
を
販
売
す
る
事
業
所
が
該
当
す
る
。
こ
の

た
め
、
町
内
に
立
地
す
る
工
場
の
事
業
者
が
別

の
場
所
で
自
社
製
品
を
販
売
す
る
事
業
所
も
対

象
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
内
の
卸
売
業
が
初
め
て
統
計
調
査
に
計
上

さ
れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
で
三
店
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
調
査
す
る
度
に
増
加
し
、
二
〇
〇
二
年

の
五
四
店
が
最
多
と
な
っ
た
。
以
降
は
横
ば
い

に
あ
る
。
し
か
し
、
町
内
製
造
企
業
の
営
業
所

な
ど
が
あ
り
、
年
間
販
売
額
は
年
ご
と
に
大
幅

な
増
加
を
続
け
、
一
九
九
一
年
に
一
〇
〇
〇
億

円
を
超
え
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
九
一
〇
億
円

と
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
は
一
八

〇
八
億
円
と
な
り
、
小
売
業
の
年
間
販
売
額

（
二
六
五
億
円
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
２

―
６
―
40
）。

サ
ー
ビ
ス
業

　

産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
日
本
標
準
産
業
分
類
の

改
訂
が
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
〇
七
年
に
お
こ
な
わ
れ
、
多
種
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
業
を
よ
り
細
か
く
分
類
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
は
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
や
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
（
理
美
容
業
な
ど
）
を
除
い
た
中
で
多
い
業
種
が
、
医
療
・
福
祉

で
四
五
事
業
所
、
従
業
者
数
一
一
四
六
人
、
教
育
・
学
習
支
援
業
で

三
五
事
業
所
、
従
業
者
数
四
〇
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年

に
な
る
と
医
療
・
福
祉
は
六
九
事
業
所
、
従
業
者
数
一
六
七
八
人
と

増
加
し
、
年
間
売
上
額
も
一
〇
六
億
四
九
〇
〇
万
円
に
の
ぼ
る
。
教

育
・
学
習
支
援
業
は
三
四
事
業
所
、
従
業
者
数
二
四
五
人
、
年
間
売

上
額
一
二
億
三
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
七
三

事
業
所
、
従
業
者
数
四
五
九
人
、
年
間
売
上
額
三
七
億
一
八
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
の
卸
売
業
・
小
売
業
・
金
融
・
保
険
業
・
運
輸
・
通

信
業
な
ど
を
除
く
主
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
総
計
が
三
六
六
事
業
所
、
従

業
者
数
五
四
六
四
人
、
年
間
売
上
額
三
〇
六
億
三
四
〇
〇
万
円
と
各

項
目
と
も
小
売
業
を
上
回
る
産
業
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
41
）。

1960 1970 1982 1991 2002 2007 2014 2016

商店数（店） 3 4 32 49 54 45 47 53 

従業者数（人） 4 7 247 408 427 595 732 572 

年間販売額（万円） 488 2,108 1,221,965 16,343,800 10,089,600 19,100,000 15,915,300 18,087,200 

2-6-40　卸売業（商店数・従業員数・年間販売額）の推移（『愛知県統計年鑑』）

375　 第四節　商業の動向



飲
食
店

　

商
業
統
計
調
査
で
飲
食
店
が
確
認

で
き
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
の
一
店

で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
は
一
〇
店
、

従
業
者
一
八
人
、
年
間
売
上
額
は
、

約
一
二
〇
〇
万
円
と
な
る
。
一
九
六

九
年
に
国
道
四
一
号
が
開
通
し
た
こ

と
に
よ
り
沿
道
サ
ー
ビ
ス
が
進
み
、

一
九
七
二
年
に
二
五
店
、
従
業
者
九

〇
人
、
年
間
売
上
額
は
約
一
億
六
四

〇
〇
万
円
と
伸
び
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
二
年
に
は
七
九

店
、
従
業
者
三
七
二
人
、
年
間
売
上

額
は
約
二
二
億
六
一
〇
〇
万
円
と
さ

ら
に
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年

に
な
る
と
九
三
店
、
従
業
者
八
二
六

人
、
年
間
売
上
額
二
八
億
三
三
〇
〇

万
円
に
ま
で
増
え
た
（
２
―
６
―
42
）。

2-6-41　主なサービス業の事業所数・従業者数・年間売上額の推移（『愛知県統計年鑑』）
※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

2-6-42　 飲食店の商店数・従業者数・年間売上額の推移（『愛知県統計年鑑』）
※表中「×」は事業所数が ２ 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

2006 2012 2016

事業所数 従業者数
（人）

年間
売上額

（万円）
事業所数 従業者数

（人）

年間
売上額

（万円）
事業所数 従業者数

（人）

年間
売上額

（万円）

飲食店・宿泊業 107 881 ― 101 1,025 333,100 93 826 283,300 

医療・福祉 45 1146 ― 52 1,447 870,900 69 1,678 1,064,900 

教育・学習支援業 35 403 ― 27 170 67,400 34 245 123,200 

生活関連サービス ― ― ― 68 415 370,500 73 459 371,800 

学術・開発研究 ― ― ― 20 769 59,600 16 823 94,000 

複合サービス 5 50 ― 2 13 10,600 3 46 57,200 

その他サービス業 140 1,033 ― 55 1,251 652,200 60 1,306 803,600 

不動産業 13 35 ― 20 89 278,900 18 81 265,400 

計 345 3,548 ― 345 5,179 2,643,200 366 5,464 3,063,400 

1960 1966 1972 1979 1986 1992 2012 2016

商店数（店） 1 10 25 58 72 79 101 93 

従業者数（人） × 18 90 229 284 372 1,025 826 

年間販売額（万円） × 1,217 16,383 92,601 143,950 226,100 333,100 283,300 
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大
口
町
商
工
会

　

大
口
町
商
工
会
は
、
商
工
会
組
織
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

一
九
五
一
年
二
月
に
公
益
法
人
と
し
て
、
会
員
一
三
八
名
に
よ
り
発

足
し
た
。
設
立
当
初
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
進
め
、
一
九
七
〇
年

か
ら
は
記
帳
継
続
指
導
、
労
働
保
険
な
ど
の
事
務
代
行
、
地
域
商
工

業
従
業
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
支
援
を
お
こ
な
い
、
一
九
七
五
・

一
九
七
八
年
に
は
経
営
指
導
員
の
増
員
な
ど
、
組
織
の
充
実
を
図
っ

た
。

　

以
降
、
専
門
職
員
で
あ
る
経
営
指
導
員
や
補
助
員
、
記
帳
指
導
職

員
が
小
規
模
事
業
者
の
経
営
・
経
理
指
導
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

組
織
内
に
は
、
女
性
部
や
青
年
部
が
あ
り
活
発
に
活
動
し
て
い
る
が
、

小
売
店
・
工
業
事
業
者
な
ど
産
業
単
位
の
組
織
は
な
い
。

　

商
工
会
の
事
業
と
し
て
、
従
来
か
ら
続
く
県
・
町
の
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
商
工
施
策
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
融
資
保
証
料
補

助
な
ど
）、
大
口
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
窓
口
と
し
て
の
事
業
の

ほ
か
、
町
の
特
産
品
（
五
条
川
の
桜
酵
母
を
使
っ
た
清
酒
な
ど
）
企

画
事
業
、
事
業
経
営
者
の
後
継
者
育
成
な
ど
を
目
的
と
し
た
事
業
（
大

口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
支
援
）
を
お
こ
な
う
。
後
継
者
育
成
事

業
で
は
工
場
誘
致
で
進
出
し
た
企
業
の
技
術
者
Ｏ
Ｂ
も
参
加
す
る
。

　

二
〇
一
五
年
以
降
、
小
規
模
事
業
者
の
減
少
や
、
経
営
・
経
理
指

導
に
関
す
る
各
種
専
門
家
の
増
加
か
ら
、
商
工
会
活
動
の
事
業
運
営

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
の
商
工
業
事
業
者
の
六
割
以
上
が

加
入
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
団
体
で
あ
る

（
２
―
６
―
43
）。

2-6-43　大口町商工会会員数の推移
（『愛知県商工会三十年史』を元に大口町商工会所蔵文書より加筆）

調査年月日 商工業者数 小規模 
事業者数

会員数 
（人）

組織率 
（%）

1951年2月1日 
（設立時） 209 202 138 66.0 

1965年7月1日 350 320 227 64.8 
1970年7月1日 359 329 256 71.3 
1975年7月1日 436 398 355 81.4 
1980年7月1日 556 493 436 78.4 
1985年7月1日 605 474 460 76.0 
1990年7月1日 769 601 514 66.8 
1995年7月1日 876 679 536 61.1 
2000年7月1日 947 704 586 61.8 
2005年7月1日 966 682 594 61.4 
2010年7月1日 889 612 553 62.2 
2015年7月1日 877 623 547 62.3 
2020年7月1日 848 571 554 65.3 
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